
市民祭宿毛まつり2012が盛大に行われました。子犬の譲渡会には8匹の子犬
が参加し、そのうち4匹が新しい家族の元に引き取られました。

今月の主な内容
●町界・町名変更のお知らせ
●第2回 豊ノ島杯
　　　ちびっこ相撲大会開催

●議会だより

 
・・・・6

　
・・・10

・・・・・・・・・・・・11～19

人のうごき
（24．10．1 現在）

世帯数�10,292� 7
人　口�22,578� －5
 （男）� 10,567� －5
 （女）� 12,011� 0

9 月 中 の
異動状況

出生� 8
死亡�10
転入�44
転出�47

前月比

広報すくも
No.544No.544
11広報すくも

2 0 1 22 0 1 2

No.544No.544
11



②

緊
急
地
震
速
報
等
伝
達
訓
練

へ
の
協
力
に
つ
い
て

　
１２
月
３
日

（月）
、
全
国
で
の
緊
急

地
震
速
報
等
伝
達
訓
練
に
あ
わ
せ
、

宿
毛
市
で
も
、
南
海
地
震
が
発
生

し
た
場
合
の
一
連
の
情
報
の
流
れ

を
市
民
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
実
証
実
験
を
兼
ね
た
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
防
災
行
政
無
線

な
ど
に
よ
る
吹
鳴
を
行
い
ま
す
の

で
、
伝
達
訓
練
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
３
日

（月）
　

１０
時

１５
分
こ
ろ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
危
機
管
理
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
９
月

１７
日
か
ら

２２
日
に
か
け
て

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
行
わ
れ
た
第

１５
回

世
界
ろ
う
者
武
道
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、
宿
毛
市
在
住
の
東
岸
林

太
郎
さ
ん
が
柔
道

６６
㎏
級
で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

　
１
戸
　
２
Ｄ
Ｋ

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

・
西
町
団
地
（
西
町
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
１１
月
７
日

（水）
〜

１１
月

２２
日

（木）

　
（
土
・
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

　
建
設
課
、
小
筑
紫
・
東
部
支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
１１
月

２０
日

（火）
〜

１１
月

２２
日

（木）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

所
在
地
　
西
町
４
丁
目
２
番

２０
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
、４
帖
半
）

構
　
造

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て

　
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
）

契
約
方
式
　
定
期
借
家
方
式
　
　

家
　
　
賃
　
３
０
、０
０
０
円

共
益
費
　
　
２
、０
０
０
円

駐
車
場
　
　
１
、０
０
０
円

　
（
１
世
帯
に
１
台
の
み
）

敷
　
　
金
　
９
０
、０
０
０
円

　
（
家
賃
×
３
カ
月
）

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
場
所

 
建
設
課
、
小
筑
紫
・
東
部
支
所

受
付
期
間

随
時
受
付
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
１１
月

２７
日

（火）
　

　
１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

　
小
筑
紫
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
松
岡
陽
一

　
平
田
町
戸
内
１
０
５
０
―

１
１

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治

　
小
筑
紫
町
小
筑
紫
２
７
２

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

成
人
式
の
ご
案
内

　
平
成

２５
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

期
　
日

　
平
成

２５
年
１
月
３
日

（木）

受
　
付

　
１２
時

３０
分
〜

１３
時

２０
分

式
　
典

　
１３
時

３０
分
〜

記
念
撮
影

　
１４
時
〜

交
流
会

　
１５
時
〜

１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

該
当
者

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
宿
毛
市
に
住
民
票
の

あ
る
方
、
も
し
く
は
父
母
（
保

護
者
）
の
住
所
が
宿
毛
市
に
あ

る
方

申
込
方
法

・
平
成

２４
年

１０
月

２２
日
現
在
、
宿

毛
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
に
は
、

往
復
は
が
き
で
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

・
宿
毛
市
に
住
民
票
の
な
い
方
は
、

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

メ
ー
ル
記
載
内
容

本
人
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生

年
月
日
・
性
別
お
よ
び
、
保
護

者
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
住
所
・

電
話
番
号

※
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
さ
れ
た
方

に
は
、
確
認
の
メ
ー
ル
を
お
送

り
し
ま
す
。

申
込
締
切

 
１１
月

３０
日

（金）

成
人
式
で
の
交
流
会
を
企
画
実
行

し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
（
新

成
人
に
限
り
ま
す
。
）
　
　
　

　
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
（
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
内
）

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

　
薨
６
３
｜

２
６
１
８

　
✉gakusyuu@

city.sukum
o.kochi.jp

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
小
筑
紫
北
団
地
（
小
筑
紫
）

情
報
コ
ー
ナ
ー

11月

霜  月
November
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女性相談支援センター

女性、ＤＶ被害者である男性

蕁０８８－８３３－０７８３

平日９時～２２時、
※土・日・祝日は２０時まで
　（年末年始は休み）

女性、男性

女性向け　蕁０８８－８７３－９５５５
男性向け　蕁０８８－８７３－９１００

女性向け　９時～１７時
男性向け　第１、３火曜日
１８時～２０時（予約制）

（第２水曜日・祝日・年末年始は休み）

暴力被害者

警察本部の総合相談係
蕁０８８－８２３－９１１０
最寄りの警察署

夜間・休日は当直員対応、
緊急の場合は１１０番へ

相談先

対象者

電話
番号

相談
時間

こうち男女共同参画センター
「ソーレ」 警　　　察

秋
の
宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
美
し
く
す
る
」
取
り
組
み
と

し
て
本
年
２
回
目
と
な
る
市
民
総

参
加
の
清
掃
活
動
を
市
内
各
地
で

実
施
し
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
美
化

に
対
す
る
意
識
、
ご
み
を
捨
て
な

い
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
、
市
民

に
よ
る
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

期
　
日

　
１１
月

１１
日

（日）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は

１１

月
１８
日

（日）
へ
延
期
。
　

実
施
場
所

国
道
、
県
道
、
市
道
、
生
活
道
、

河
川
、
海
岸
、
公
園
ほ
か

作
業
内
容

清
掃
（
空
き
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
ご
み
拾
い
、
植
樹

帯
の
草
引
き
ほ
か
）、
不
法
投
棄

の
回
収

※
実
施
内
容
な
ど
は
各
地
区
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
地
区
回
覧
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

宿
毛
工
業
高
校

「
国
道
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

〜
助
け
合
い
の
心
の
育
成
〜
活
動

　
本
活
動
は
「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」
の
一
環
と
し
て
、連
携
団
体
、

地
域
の
ご
協
力
に
よ
り
、国
道

５６
号

線
宿
毛
駅
か
ら
有
岡
駅
の

１４
㎞
区

間
を
参
加
生
徒
と
と
も
に
清
掃
し

て
い
ま
す
。

　
環
境
問
題
に
関
心
を
深
め
、
助
け

合
い
の
心
の
育
成
と
環
境
保
護
の

啓
発
に
つ
な
げ
る
本
活
動
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

１８
日

（日）

　
９
時
〜

１２
時

集
合
場
所

　
宿
毛
工
業
高
校
玄
関
前

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
立
宿
毛
工
業
高
校

　
教
育
環
境
部
（
福
井
　

玲
）

　
蕁
６
６
―

０
３
４
６

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ

れ
、

１０
月

２６
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
１０
月

２６
日
以
降
分
と
し
て
労
働

者
に
支
払
う
金
額
は
、
１
時
間
６

５
２
円
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
労
働
局
賃
金
室

　
蕁
０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
２
４

　
四
万
十
労
働
基
準
監
督
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

３
１
４
８

高
知
労
働
局
よ
り
お
知
ら
せ

　
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の

改
善
等
に
関
す
る
法
律
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
適
正
な
労
働

条
件
の
確
保
、
教
育
訓
練
の
実
施
、

福
利
厚
生
の
充
実
、
雇
用
管
理
改

善
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律

で
す
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用

す
る
事
業
主
は
、
労
働
者
の
働
き

や
貢
献
に
応
じ
て
、
正
社
員
と
の

均
等
・
均
衡
待
遇
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
蕁
０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
４
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

実
施
期
間
・
時
間

　
１１
月

１２
日

（月）
〜

１８
日

（日）

　
８
時

３０
分
〜

１９
時

※
土
・
日
曜
日
は

１０
時
〜

１７
時
。

電
話
番
号

　
蕁
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接

続
で
き
ま
せ
ん
。

取
扱
内
容

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離
婚

問
題
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な

ど
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
蕁
０
８
８
―

８
２
２
―

３
５
０
３

暴
力
は
人
権
侵
害
で
す

　
１１
月

２５
日

（日）
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
す
。

　
暴
力
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
い

か
な
る
場
合
も
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
万
が
一
あ
な
た
が
、
配
偶
者
な

ど
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
き
、

ま
た
は
、
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま

う
自
分
を
変
え
た
い
と
き
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。



④

試験日・場所

受付期間

手 当

概　　要

将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化され
た装備品を駆使・運用するとともに、国際社会におい
ても自信を持って対応できる自衛官となる者を養成す
るために、中学校卒業者等を対象に採用する制度です。

教育および

身　分

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

一次試験　平成２５年１月１９日（土）・四万十市内

１１月１日（木）～平成２５年１月７日（月）

生 徒 手 当
期 末 手 当

月額 　９４，９００円
年２回（６月・１２月）

高等学校の普通科と同等の教育を受け、身分は特別職
国家公務員（生徒）です。

衣 食 住
全員が駐屯地で生活し、宿泊は無料で、食事・被服類・
寝具については、支給または貸与

休日休暇 週休２日制、祝日、年末年始夏季休暇、年次休暇

応募資格
平成２５年４月１日現在１５歳以上１７歳未満の男子で、
中学校卒業者（見込みを含む）等

【問い合わせ先】自衛隊四万十地域事務所　蕁０８８０―３５―３０９６

５
箇
所
設
置
（
※
海
抜
）

①
宇
須
々
木
公
民
館
（
３
・
８
ｍ
）

②
咸
陽
保
育
園
（
２
・
６
ｍ
）

③
西
町
１
丁
目
　
松
田
た
ば
こ
店

（
２
・
８
ｍ
）

④
池
島
集
会
所
（
２
・
０
ｍ
）

⑤
沖
の
島
町
母
島
　
石
段

（
１
３
・
５
ｍ
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
危
機
管
理
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

宿
毛
市
自
主
防
災
会
連
絡
協

議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

　
現
在
、
宿
毛
市
の
自
主
防
災
組

織
は

８１
組
織（
世
帯
率
で
９
１
・
５
％
）

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
組
織
間
の
情

報
共
有
や
連
携
な
ど
の
推
進
を
図

る
た
め
、

１０
月

１０
日
、
宿
毛
市
自

主
防
災
会
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
危
機
管
理
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

寄
贈
の
お
礼

　
協
業
組
合
テ
ス
ク
よ
り
咸
陽
小

学
校
へ
津
波
対
策
用
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
（
１
３
７
着
）、
咸
陽
保
育

園
へ
避
難
用
ス
ロ
ー
プ
設
置
の
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同

組
合
が
国
よ
り
受
注
し
た
宿
毛
湾

港
池
島
地
区
防
波
堤
（
Ⅱ
）
築
造

工
事
（
そ
の
（
２
））
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
工
事
実
施
地
域
へ
の

貢
献
の
た
め
に
宿
毛
市
に
寄
贈
し

て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

　
株
式
会
社
児
玉
組
よ
り
海
抜
表

示
プ
レ
ー
ト
の
寄
贈
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
同
社
が
高
知
県
よ

り
受
注
し
た
沖
の
島
漁
港
（
母
島
）

水
産
生
産
基
盤
整
備
工
事
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
地
域
へ
の
貢
献

の
た
め
に
宿
毛
市
に
寄
贈
し
て
く

だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

小
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍

　
１０
月

１４
日
に
開
催
さ
れ
た
第

２９

回
高
知
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

に
お
い
て
、
女
子
１
・
２
年

５０
m

走
で
宿
毛
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
山
闢
咲
和
さ

ん
が
県
小
学
２
年
生
お
よ
び
大
会

新
記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

参
加
費
　
２
、０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代
　
２
７
０
円
（
「
心
新

　
　
　
　
　
　
た
に
生
き
る
」
）

主
　
催

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所

後
　
援

文
部
科
学
省
、
高
知
県
教
育
委

員
会
、
宿
毛
市
教
育
委
員
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
０
３
８

〜
気
づ
く
の
は

　
あ
な
た
と
地
域
の
心
の
目
〜

　
１１
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
を
見
か
け
た
方
や
、
出

産
や
育
児
に
関
す
る
事
で
の
ご
相

談
は
、
市
役
所
窓
口
も
し
く
は
児

童
相
談
所
に
連
絡
・
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

　
宿
毛
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
蕁
６
３
―

１
１
４
７

　
高
知
県
幡
多
児
童
相
談
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
７
―

３
１
５
９

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ

ナ
ー
『
心
が
つ
く
る
人
生
』

日
　
時

　
１１
月

２６
日

（月）
〜

２８
日

（水）

　
１９
時

３０
分
〜

２１
時

３０
分

場
　
所

　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
宿
毛
支
所

　
２
階
会
議
室

講
　
師

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所
　
社
会
教
育
講
師

　
川
村
　
明
彦
（
愛
知
県
）

　
土
屋
　
和
光
（
香
川
県
）

海抜表示プレート

ライフジャケットスロープ
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※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家

族
な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ

り
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

ご冥福をお祈りします

片島
港南台2丁目
山奈町山田

入江ウメノ
菊地ヒサエ
川田　芳男

82�
97�
92

お誕生おめでとう
（平成24年9月受付分） （平成24年9月受付分）

押ノ川
長田町
西町4丁目
和田
小筑紫町呼崎
高砂
高砂

村尾　　凛
豊久竜太郎
高見　希望
川島　笑満
木下　咲菜
菊池　竜翔
菊池　龍也

剛
正道
卓志
大
勝寛
竜彦
竜彦

住　所 氏　名 享 年 住　所 赤ちゃん 保護者
むらお りん

ほうきゅうりゅうたろう

たかみ き　ほ

かわしま え　み

きのした さくな

きくち りゅうと

きくち たつや

名　　称

警察総合相談電話

犯罪被害者ホットライン

ヤングテレホン

サイバー犯罪相談電話

レディースダイヤル１１０番

暴力団相談電話

相　談　内　容

困りごと相談、警察に対する意見・要望

犯罪被害に遭われた方の心の悩み

少年の非行や問題行動に関する相談

インターネット使用による各種犯罪

性犯罪被害に遭われた女性の悩み

暴力団などの被害に関する相談

電　話　番　号

蕁０８８－８２３－９１１０

蕁０８８－８７１－３１１０

蕁０８８－８２２－０８０９

蕁０８８－８７５－３１１０

蕁０８８－８７３－０１１０

蕁０８８－８２２－８９３０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
ち
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で

す
か
？

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
ち
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
犯
罪
の
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
が
、
必
要
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
専
門
的
な

研
修
を
受
け
た
支
援
員
に
よ
る
電

話
・
面
接
相
談
、
病
院
・
警
察
署
・

裁
判
所
な
ど
へ
の
付
き
添
い
や
裁

判
へ
の
被
害
者
参
加
支
援
、
同
じ

よ
う
な
犯
罪
に
遭
わ
れ
た
方
同
士

の
交
流
の
場
の
提
供
や
グ
ル
ー
プ

活
動
の
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
相
談
、
支
援
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
ち
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―

８
５
４
―

７
８
６
７

　
（
平
日

１０
時
〜

１６
時
）

こ
ん
な
と
き
に
は
、お
電
話
を
！

　
警
察
で
は
下
記
の
よ
う
な
各
種

相
談
電
話
を
設
置
し
、
専
門
の
職

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
警

察
署
に
相
談
に
行
く
の
は
ち
ょ
っ

と
勇
気
が
い
る
と
迷
わ
れ
て
い
る

方
も
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
電
話

く
だ
さ
い
。

学
校
法
人
栄
光
学
園
認
定
こ

ど
も
園
「
宿
毛
幼
稚
園
・
聖
ヶ

丘
保
育
園
」

平
成
２５
年
度
　
園
児
募
集

　
生
後
６
ヵ
月
〜
就
学
前
ま
で
の

保
育
・
教
育
を
幼
保
連
携
し
て
行

い
ま
す
。
広
い
園
庭
と
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
本
園
で
は
、
健
康
で

豊
か
な
感
性
を
育
み
、
自
立
心
と

自
律
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
耐
震
工
事
が
完
了
し

た
園
舎
は
海
抜

５２
ｍ
に
あ
り
、
津

波
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
「
預
か
り
保
育
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
（
土
曜
日
も
８
時
か
ら

１７

時
３０
分
ま
で
実
施
）。

※
完
全
給
食
（
米
飯
給
食
中
心
）

※
園
バ
ス
有
り
ま
す
。

募
集
園
児

・
宿
毛
幼
稚
園

　
３
・
４
・
５
歳
児

・
聖
ヶ
丘
保
育
園

　
生
後
６
ヵ
月
〜
２
歳
児

願
書
配
布
方
法

１１
月

１４
日

（水）
よ
り
、
宿
毛
幼
稚

園
事
務
室
に
て
配
布

受
付
開
始
日

 
１１
月

１５
日

（木）

面
接
日

 
平
成

２５
年
１
月

２６
日

（土）

 
９
時

３０
分
〜

※
面
接
は
願
書
受
付
順
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

体
験
入
園
・
園
概
要
説
明

 
１１
月

１４
日

（水）
　

 
９
時

３０
分
〜

１１
時

３０
分

※
体
験
入
園
に
参
加
希
望
の
方
は
、

１１
月
９
日

（金）
ま
で
に
、
左
記
ま

で
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
氏
名
・

連
絡
先
・
生
年
月
日
を
記
入
）

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
宿
毛
幼
稚
園

　
蕁
６
３
―

２
９
１
４

　
薨
６
３
―

２
６
１
６

譖
宿
毛
青
年
会
議
所
　

領
土
・

領
海
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
公
開

定
例
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
譖
宿
毛
青
年
会
議
所
で
は
、
領

土
・
領
海
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
後
、
定
例
会
も
公

開
し
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
　
時

　
１１
月

１６
日

（金）

　
１８
時
〜
（
受
付
　

１７
時

３０
分
〜
）

場
　
所
　
宿
毛
商
工
会
議
所
３
階

※
入
場
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
譖
宿
毛
青
年
会
議
所

　
蕁
６
３
―

３
４
８
４

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
警
察
署

　
蕁
６
３
―

０
１
１
０



⑥

宿毛駅

与市明川

至 片島

国 道 3 2 1 号

土
佐

く
ろ

し
お

鉄
道

市道桜町・藻津線

至 中央

至
 四

万
十

市
至

 四
万

十
市

国
道

5
6

号
至

 愛
媛

県

駅東町1丁目

駅東町2丁目

駅東町3丁目

駅東町4丁目

新たに
駅前町2丁目
に編入した区域

新たに
駅前町1丁目
に編入した区域

町界・町名を変更した区域

宿毛駅東地区土地区画整理事業区域内の
町界・町名が変わりました（お知らせ）

（平成24年10月31日）

宿毛駅東地区土地区画整理事業区域内の
町界・町名が変わりました（お知らせ）

（平成24年10月31日）

　宿毛駅東地区土地区画整理事業は、平成１０年に事業認可を受け、関係者の皆さんのご理解とご協力のおか
げをもちまして、平成２４年１０月３０日（火）に換地処分の公告となりました。
　それに伴い、平成２４年１０月３１日（水）から宿毛駅東地区土地区画整理事業地内の町界・町名が下図のよ
うに変更になりました。
　つきましては、区画整理地区内に居住されている方および事務所がある法人・会社などの皆さんにおかれま
しては、住所や所在地の変更手続きが必要となるものがありますので、ご負担をおかけしますが、お忘れのな
いようそれぞれ関係機関へお問い合わせの上、所定の手続きをお願いします。

【問い合わせ先】
　建設課都市計画係
　蕁６３－１１２０
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講師：仲島 正教 氏

　
橋
本
　
育
子
（
新
任
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
、
各

職
場
、
地
域
社
会
の
中
で
「
こ
れ

は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
悩
ん
で
い
る
方
た
ち
の
相
談
相

手
で
す
。
法
務
局
と
の
連
携
の
も

と
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
高
知
地
方
法
務
局
四
万

十
支
局
（
四
万
十
市
右
山
五
月
町

３
―

１
２
・
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１

６
０
０
・
平
日
８
時
３０
分
〜
１７
時
）

で
は
、
い
つ
で
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

❀

　
　❀

　
　❀

無
料
人
権
相
談

日
　
時

　
１２
月
５
日
（水）
　
１０
時
〜
１５
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人
３０
分
で
す
。

場
　
所
　
　

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

内
　
容

人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相
続
・

金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
貸
借
・

登
記
・
戸
籍
・
交
通
事
故
　

な
ど

主
　
催
　
　

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

１２
月
4
日
（火）
〜
１０
日
（月）
は

人
権
週
間
で
す

　
１２
月
４
日
（火）
か
ら
１０
日
（月）
ま
で

の
期
間
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」
を

記
念
し
て
、
人
権
週
間
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宿
毛
市
で
も
、
差
別
の
な
い
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
誤
っ
た
知
識
や
偏
見
に
基

づ
く
差
別
や
、
い
じ
め
、
虐
待
、

家
庭
内
暴
力
な
ど
多
く
の
人
権
課

題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
と
は
誰
も
が
幸
せ
に
生
き

る
権
利
で
す
。
人
は
、
み
な
平
等

で
あ
り
、
人
権
は
す
べ
て
の
人
に

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
認
め

合
い
な
が
ら
、
み
ん
な
の
人
権
を

大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
宿
毛
市
で
は
こ
の
期
間
中
に
、

講
演
会
や
市
内
の
小
・
中
学
生
の
人

権
作
文
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る

日
々
の
生
活
の
中
で
、
人
権
と
い

う
視
点
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
気
づ
く
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
講
演
会
や
発
表
会
を
通
じ

て
、
今
一
度
身
近
な
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
　
時

　
１２
月
８
日
（土）

　
９
時
〜
１２
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
９
時
〜
　

　
受
付

・
９
時
３０
分
〜
１０
時

橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
太

鼓
演
奏
会

・
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
講
演
会

　
講
　
師

　
　
仲
島
　
正
教
　
氏

　
演
題あ

ー
よ
か
っ
た
な
　
あ
な
た
が

い
て
〜
「
優
し
さ
」
と
い
う
温

か
い
貯
金
〜

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
６
年
生
ま
れ
。
大
阪
教

育
大
学
を
卒
業
後
、
兵
庫
県
西

宮
市
で
小
学
校
教
師
を
２１
年
間

勤
め
、
そ
の
後
西
宮
市
教
育
委

員
会
人
権
教
育
室
指
導
主
事
、

学
校
人
権
教
育
課
係
長
を
務
め

た
後
、
２
０
０
５
年
４
月
よ
り
、

教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
若
手

教
師
対
象
に
「
授
業
づ
く
り
」

や
「
学
級
づ
く
り
」
な
ど
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
く
か
た
わ
ら
、「
人

権
教
育
」
や
「
子
育
て
」
「
学
級

づ
く
り
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
活
動
は
２
５
０
回
を
数

え
る
。
若
手
教
師
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
「
元
気
が
一
番
」
塾

主
宰
。
尼
崎
市
教
育
委
員
会
教

育
委
員
。
聖
和
短
期
大
学
非
常

勤
講
師
。
西
宮
市
家
庭
教
育
振

興
市
民
会
議
議
長
。

・
９
時
〜
１２
時

　
作
品
・
パ
ネ
ル
展
示

正
和
・
貝
礎
・
手
代
岡
隣
保

館
の
交
流
事
業
な
ど
（
生
け

花
、
折
り
紙
、
識
字
、
書
道
な

ど
）
や
児
童
館
の
子
ど
も
会

活
動
で
作
っ
た
作
品
、
人
権

啓
発
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
。

❀

　
　❀

　
　❀

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
１０
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
じ
ま

ま
さ
の
り

みんなで創ろう人権のまち
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⑧

　
私
に
も
い
つ
も
気
に
か
け
て
生

活
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

無
学
な
母
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
で

す
。
「
も
の
ご
と
が
う
ま
く
い
っ
た

時
は
、
お
か
げ
さ
ま
だ
と
思
い
、

こ
と
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
時

は
、
自
分
に
徳
が
な
か
っ
た
と
思

う
こ
と
が
大
切
だ
」
。
こ
ん
な
風
に

考
え
る
と
、
人
の
せ
い
に
し
て
不

満
を
持
つ
こ
と
が
な
く
な
り
、
心

の
安
寧
を
保
つ
の
が
容
易
に
な
る

こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
人
間

は
何
か
人
に
し
た
こ
と
は
、
相
手

か
ら
し
て
み
る
と
大
し
た
こ
と
で

も
な
い
の
に
、
恩
着
せ
が
ま
し
く

思
っ
た
り
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
人
に
限
っ
て
人
か
ら
の
世

話
に
な
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
忘
れ

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

　
坂
本
図
書
館
の
設
立
や
宿
毛
高

校
の
開
校
な
ど
に
多
大
な
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
坂
本
報
效
会
の

宿
毛
市
に
対
す
る
支
援
に
は
頭
の

下
が
る
思
い
が
し
ま
す
。
初
代
の

坂
本
嘉
治
馬
氏
が
同
郷
の
小
野
梓

先
生
に
お
世
話
に
な
っ
た
「
恩
」

を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
十
歳
の
き
み
へ
」
と
い
う

本
を
毎
年
小
学
校
４
年
生
全
員
に

い
た
だ
い
た
り
、
５
年
間
か
け
て

す
べ
て
の
小
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
仲
間
作
り
の
活
動
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学

校
の
外
国
語
活
動
の
必
修
化
に
先

駆
け
て
、
２
年
間
の
予
算
を
つ
け

て
い
た
だ
き
英
語
活
動
の
取
り
組

み
が
で
き
ま
し
た
。
条
件
は
た
だ

一
つ
で
、「
岡
松
さ
ん
、
楽
し
い
活

動
に
し
て
く
だ
さ
い
。
」
で
し
た
。

世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
い
つ
ま
で

も
忘
れ
ず
、
恩
返
し
を
続
け
る
坂

本
氏
に
会
う
度
に
「
恩
」
に
報
い

る
大
切
さ
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
。

優
し
く
強
く

　
い
つ
の
頃
か
ら
か
私
は
子
ど
も

た
ち
に
、「
優
し
く
、
強
く
」
と
い

う
言
葉
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
相
も
変
わ
ら
ず
、
親
子
に

よ
る
悲
惨
な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
「
人
間
の
情
」
と
い
う
も
の

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
い
い
の

か
を
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
以
前
、
萩
の
松
下
村
塾
で
吉
田

松
陰
の
遺
書
を
目
に
し
た
と
き
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
「
親
思

う
心
に
ま
さ
る
親
ご
こ
ろ
今
日
の

音
づ
れ
何
を
聞
く
ら
ん
」
「
自
分
が

親
を
思
っ
て
い
る
以
上
に
親
は
自

分
の
こ
と
を
深
く
思
っ
て
い
る
の
に
、

自
分
が
処
刑
さ
れ
る
と
聞
い
た
ら

親
は
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ

う
か
」
と
親
を
案
じ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
親
が
子
ど
も
を
思
う
万
葉

集
の
防
人
の
う
た
に
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。「
韓
衣
裾
に

取
り
付
き
　
泣
く
子
ら
を
　
置
き

て
ぞ
来
ぬ
や
　
母
な
し
に
し
て
」

東
国
か
ら
、
国
防
の
た
め
九
州
に

送
ら
れ
た
父
親
が
、「
衣
の
裾
に
す

が
っ
て
泣
く
子
ど
も
を
置
い
て
き

た
。
そ
の
子
に
は
母
も
い
な
い
の

に
」
と
悲
し
ん
で
遠
く
離
れ
た
わ

が
子
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
の
で

す
。
親
子
の
関
係
は
か
く
あ
る
の

が
本
来
の
姿
で
し
ょ
う
。
人
の
情

け
を
大
切
に
す
る
よ
う
な
活
動
を

社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

い
じ
め
問
題

　
昔
か
ら
い
じ
め
は
よ
く
あ
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
大
人
の

社
会
で
も
こ
れ
に
類
似
し
た
よ
う

な
こ
と
は
よ
く
見
か
け
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
今
、
子
ど
も

た
ち
の
中
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

い
じ
め
は
以
前
の
よ
う
に
力
の
強

い
者
や
気
の
強
い
者
が
自
分
の
気

分
や
、
わ
が
ま
ま
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
と
は
質
が
違
っ
て

い
ま
す
。
ふ
ざ
け
と
い
じ
め
の
境

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、
加
害
者

側
に
罪
の
意
識
が
あ
ま
り
な
く
、

指
導
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
集
団
で
陰
湿
な
形
と
な
っ
て
、

無
視
を
し
て
孤
立
化
さ
せ
た
り
、

メ
ー
ル
を
利
用
し
て
と
げ
の
あ
る

言
葉
で
心
を
傷
つ
け
る
な
ど
一
過

性
の
も
の
で
な
く
、
継
続
的
に
計

画
的
に
行
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
被

害
者
に
と
っ
て
は
耐
え
難
い
例
も

あ
り
ま
す
。
学
校
だ
け
で
の
対
応

で
は
不
十
分
で
す
。
地
域
や
保
護

者
や
教
育
関
係
機
関
が
有
機
的
に

つ
な
が
り
、
学
校
も
積
極
的
に
関

係
機
関
に
協
力
要
請
を
求
め
な
が

ら
取
り
組
む
姿
勢
が
今
後
ま
す
ま

す
必
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

学
力
問
題

　
９
月
下
旬
に
４
月
に
行
わ
れ
た

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
は
小
学
校
は
全
国

平
均
を
少
し
超
え
る
程
度
で
す
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
国
語
は
全
国

平
均
に
届
き
ま
し
た
。
数
学
は
昨

年
度
か
ら
比
べ
る
と
向
上
し
て
い

ま
す
が
、
全
国
平
均
よ
り
少
し
低

い
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

規
模
の
大
き
な
中
学
校
３
校
の
支

援
員
会
で
各
校
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
り
、
教

育
研
究
所
の
教
科
担
当
者
会
で
の

研
修
会
や
、
各
校
で
授
業
改
善
に

向
け
て
熱
心
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
授
業
規
律
も
ず
い

ぶ
ん
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
心
の
教

育
同
様
学
力
向
上
に
つ
い
て
も
家

庭
の
協
力
が
な
く
て
は
推
進
は
困

難
で
す
。
学
校
・
保
護
者
が
同
じ

方
向
性
を
持
っ
て
、
運
命
共
同
体

と
し
て
結
果
の
責
任
を
持
つ
よ
う

な
取
り
組
み
を
す
べ
き
時
代
が
来

て
い
ま
す
。

し
ょ
う
か
そ
ん
じ
ゅ
く

　
秋
の
す
が
す
が
し
い
風
を
感
じ

な
が
ら
戸
外
で
秋
の
花
な
ど
を
見

て
散
歩
を
楽
し
ん
だ
り
、
夜
長
に

好
き
な
本
を
読
み
ふ
け
る
絶
好
の

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
間
も
な
く

温
暖
な
地
方
に
も
高
地
か
ら
平
地

に
紅
葉
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
落
葉
樹
は
葉
の
色
を
紅
や
黄

色
に
変
え
、
最
後
に
は
木
の
本
体

を
紫
外
線
か
ら
守
る
た
め
に
葉
を

振
る
い
落
と
し
て
、
冬
に
備
え
ま

す
。
春
の
桜
と
は
違
っ
た
自
然
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感
謝
し
な
が

ら
、
紅
葉
を
鑑
賞
し
た
い
も
の
で

す
。

豊
か
な
心
の
取
り
組
み
を

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
望
ま
し
い

生
活
を
す
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
心
の
力
を
身
に
着
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
試
練
に
打

ち
勝
つ
強
い
心
、
周
り
の
人
と
協

力
を
し
て
活
動
す
る
心
、
人
を
受

け
入
れ
る
寛
容
の
気
持
ち
、
社
会

の
ル
ー
ル
を
守
る
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
心
の
育
成
が
必
要
で
す
。

宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
岡
松
　
泰
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国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
方
や
事

情
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
方

に
対
し
て
、
電
話
や
戸
別
訪
問
に

よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
免
除
等
の

申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
、
民
間

事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

幡
多
年
金
事
務
所
所
管
の
委
託
事

業
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
㈱
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

※
そ
の
他
の
地
域
を
担
当
す
る
委

託
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
委
託
事
業
者
は
、
日
本
年
金
機

構
が
発
行
し
た
納
付
書
に
よ
り
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
し
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
銀
行
口
座
を
指
定

し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
よ
り
振
り

込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
 

時

　
１１
月

２０
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間

　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
年
金
係
に
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
事
前
に
ご
準
備
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
代
理
人
の
本
人

確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
）
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２
　

　
委
託
事
業
者
が
戸
別
訪
問
す
る

場
合
、
顔
写
真
入
り
の
戸
別
訪
問

員
証
明
書
（
身
分
証
）
を
提
示
し
、

未
納
の
理
由
が
経
済
的
に
困
難
と

い
う
方
に
は
、
年
金
制
度
の
説
明

を
行
っ
た
上
で
免
除
等
申
請
手
続

き
の
ご
案
内
を
行
い
ま
す
。

※
保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

　
現
在
、
社
会
保
険
庁
や
社
会
保

険
事
務
所
と
い
う
組
織
は
存
在
し

ま
せ
ん
（
平
成

２２
年
１
月
１
日
に

廃
止
）。
現
在
、
公
的
年
金
の
業
務

は
、
日
本
年
金
機
構
が
全
国
の
年

金
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
日
本
年
金
機
構
お
よ
び
委
託
事

業
者
は
、
手
数
料
と
称
し
て
現
金

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
（
手
続
き
に
手
数
料
は

不
要
）。
代
わ
り
に
手
続
き
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
時
は
、

絶
対
に
振
り
込
ん
だ
り
、
現
金
を
渡

し
た
り
せ
ず
、
ま
ず
家
族
や
友
人
に

相
談
し
、
警
察
や
市
役
所
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険

料
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
日
本
年
金
機
構
が
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
を

１１
月
と
２
月
に
発
行

し
て
い
ま
す
。

　発
送
対
象
者

・
平
成

２４
年

１１
月
発
送
対
象
者

↓
１
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
方

・
平
成

２５
年
２
月
発
送
対
象
者

↓
１０
月
１
日
か
ら

１２
月

３１
日
ま
で

の
期
間
に
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
方

発
送
時
期

・
１１
月
発
送
対
象
者

　
↓

１１
月
上
旬
発
送

・
２
月
発
送
対
象
者

　
↓
２
月
上
旬
発
送

控
除
証
明
書
の
再
発
行

　
市
役
所
年
金
係
で
は
再
発
行
で
き

ま
せ
ん
。
幡
多
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６
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第
2
回
豊
ノ
島
杯
ち
び
っ
こ

相
撲
大
会
開
催

　
本
市
出
身
の
関
取
、
豊
ノ
島
関

が
相
撲
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
、
相
撲
未
経
験
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
相
撲
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参

加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月

１６
日

（日）

　
９
時
〜
（
集
合
８
時
）

場
　
所

　
宿
毛
市
相
撲
場
（
和
田
）

参
加
対
象

相
撲
未
経
験
の
小
学
生
（
男
女

不
問
）

競
技
種
別

①
団
体
戦
（
３
人
制
）

・
低
学
年
（
１
・
２
・
３
年
生
各

１
名
）
の
部

・
高
学
年
（
４
・
５
・
６
年
生
各

１
名
）
の
部

※
各
学
年
正
選
手
１
名
、
交
代
選

手
１
名

※
交
代
選
手
は
不
在
で
も
可
。
な

お
、
２
名
で
の
登
録
も
可
。

※
１
学
年
上
の
学
年
に
エ
ン
ト
リ

ー
す
る
こ
と
も
可
。

②
個
人
戦

・
１
〜
６
年
生
ま
で
の
学
年
別

申
込
先

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

申
込
締
切

　
１１
月

１６
日

（金）
　

１７
時

参
加
料
　
無
料

表
　
彰

団
体
・
個
人
戦
と
も
３
位
ま
で

表
彰
（
３
位
決
定
戦
は
行
わ
な

い
）

参
加
賞

豊
ノ
島
関
の
サ
イ
ン
入
り
の
手

形
色
紙
（
参
加
者
全
員
）

そ
の
他

・
服
装
は
、
各
学
校
の
体
操
服
で
、

男
子
は
上
半
身
裸
と
し
ま
す
。

・
体
操
服
の
上
に
「
ま
わ
し
」
を

つ
け
ま
す
。
「
ま
わ
し
」
は
主
催

者
側
に
て
準
備
し
、
着
用
さ
せ

ま
す
。

・
競
技
中
に
負
傷
し
た
場
合
、
主

催
者
は
応
急
処
置
を
行
い
ま
す

が
、
そ
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
防
寒
着
お
よ
び
飲
み
物
は
、
各

自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
会
場
の
駐
車
場
は
台
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
パ
ル
ス
宿

毛
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

・
昼
食
（
ち
ゃ
ん
こ
鍋
・
炊
き
込

み
ご
飯
）
を
用
意
し
ま
す
。

主
　
催

　
豊
ノ
島
関
宿
毛
後
援
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
豊
ノ
島
関
宿
毛
後
援
会

　
副
会
長
　
西
郷
　
典
生

　
｜■■　
０
９
０
―

４
３
３
９
―

５
４
８
１

土佐くろしお鉄道イベント2012
お！！なか・すく線ウォーク

　ゆっくりのんびり歩いて、中村・宿毛線沿線の
おすすめ景色や施設、歴史にふれるウォーキング
イベントに参加してみませんか。

小京都中村（ガイド付き）ぶらぶらウォーク

日　　時　１１月１７日（土）　８時３０分～
集合場所　中村駅
総歩距離　約５．７㎞
参 加 費　２，５００円
　　　　　（お買物券１，１００円分付き）
申込締切　１１月９日（金）

海辺のガラス工房見学と上林暁生家と
あかつき館見学　　

日　　時　１１月２４日（土）　８時２５分～
集合場所　土佐入野駅
総歩距離　約６．７ｋｍ
参 加 費　２，０００円
申込締切　１１月１０日（土）

※いずれも昼食代、保険料を含みます。
※当日、中村・宿毛線をご利用の方には、参加費

を１００円キャッシュバックします。

【申し込み・問い合わせ先】
　土佐くろしお鉄道株式会社
　蕁０８８０－３５－４９６１

第17回「蛍湖まつり」
～みんなが集う。みんなで彩る。～

日　時
　１１月１８日（日）
　１０時～１４時（予定）

場　所
　中筋川ダム
　※雨天時は、宿毛東部農村環境改善センター

内　容（予定）

○地元パワーで盛り沢山のステージ（堀内 佳さん
コンサート、間 六口さん漫談、ストリートダンス、
東中学校ブラスバンド演奏、宿毛いごっそ太鼓）

○多彩なパネル展示（防災、環境関連）、児童絵画
作品展示

○地元婦人会のうまいもの市

○見学・体験コーナー（ダム見学会、木工教室、
ＡＥＤなど）

○子どもに大人気！ふわふわドームや自衛隊車両
などが登場

○お餅投げ、お菓子投げ　　　　　　　　　　ほか

無料送迎バス
平田駅および梅ノ木公園駐車場（三原村）と会場
の間を送迎します。

【問い合わせ先】
　蛍湖まつり実行委員会事務局（中筋川ダム）
　蕁６６－２５０１
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市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業

会
計
」
の
決
算
認
定
議
案
一
三
件
、

「
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
」
な
ど
予
算
議
案
九
件
、「
宿

毛
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
な
ど
条

例
議
案
三
件
、
そ
の
他
の
議
案
二

件
の
合
計
二
七
議
案
で
、
審
議
の

結
果
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な

っ
た
決
算
認
定
議
案
一
三
件
を
除

い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
日
及
び
十
一
日
の
二
日
間
に
六

人
の
議
員
が
、
ま
た
、
十
二
日
に

は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
は
「
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を

認
め
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
」
な
ど
二
件
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
開
会
日
に
は
、
宿

毛
市
立
小
中
学
校
再
編
調
査
特
別

委
員
会
の
最
終
報
告
が
あ
り
、
賛
成

多
数
を
も
っ
て
承
認
す
べ
き
こ
と
と

決
し
ま
し
た
。
（
一
七
〜
一
八
ペ
ー

ジ
に
要
旨
を
掲
載
）

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
四
号
、
第

二
十
七
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
二

億
八
、
一
二
九
万
五
千
円
が
増
額
補

正
さ
れ
、
累
計
で
一
一
二
億
八
、
〇

八
九
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
本
庁
舎
耐
震
改
修
設
計
委
託
料

　
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
〇
万
円

○
地
域
防
災
計
画
作
成
業
務
委
託
料

　
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二
五
万
円

○
防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
設
置

工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
四
〇
〇
万
円

○
宿
毛
市
み
ん
な
で
備
え
る
防
災

対
策
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
〇
万
円

○
衛
星
携
帯
電
話
購
入
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
六
万
円

○
宿
毛
市
高
性
能
林
業
機
械
等
整

備
事
業
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
一
、
五
四
〇
万
円

○
宿
毛
・
大
月
特
産
品
等
販
売
促

進
支
援
協
議
会
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
〇
万
円

○
交
通
安
全
施
設
整
備
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四
五
万
円

○
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
六
〇
〇
万
円

○
宿
毛
小
学
校
等
移
転
適
地
選
定

調
査
業
務
委
託
料

　
…
…
…
…
…
…
…
…
三
〇
〇
万
円

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
採
択

不
採
択

第
9
号

第
10
号

伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
第
三
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
三
日
に
開
会
し
、

十
九
日
間
の
会
期
で
九
月
二
十
一
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第65号



⑫

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

継
続
審
査

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号
〜

　
第
13
号

第
14
号

第
15
号

第
21
号

第
22
号

第
23
号

第
24
号
〜

　
第
25
号

第
26
号

第
27
号

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
）

及
び
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

宿
毛
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

（
定
例
会
）

～

◎
宿
毛
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
「
災
害
対
策
基
本
法
」
が
改
正

さ
れ
、
そ
の
中
で
防
災
会
議
等
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
防
災
会
議
の
所

掌
事
務
に
つ
い
て
、「
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
お
い
て
情
報
を
収
集

す
る
こ
と
」
を
削
除
し
、「
防
災
に

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
、
市

長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
」
を
追

加
し
、
委
員
の
定
数
を
「
二
五
人

以
内
」
か
ら
「
三
〇
人
以
内
」
に

変
更
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
か
ら
「
短
期
入
所
生
活
介
護
」

及
び
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介

護
」
に
お
け
る
食
費
に
つ
い
て
は
、

一
食
ご
と
に
分
け
て
設
定
し
、
提

供
し
た
食
費
分
を
徴
取
す
る
こ
と

と
し
た
通
知
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

日
額
を
算
出
の
根
拠
と
し
て
い
た

条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

記

一
、
津
波
浸
水
区
域
の
公
共
施
設

の
高
台
移
転
に
要
す
る
経
費
を
全

額
国
庫
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
。

二
、
上
記
の
事
業
に
つ
い
て
、
補
助

率
の
嵩
上
げ
や
有
利
な
起
債
の
創

設
な
ど
地
方
財
政
措
置
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

◎
倒
壊
危
険
度
指
数
（
Ｉ
Ｆ
値
）
に

よ
る
学
校
耐
震
改
修
へ
の
補
助
を

求
め
る
意
見
書

＊
本
文
は
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
ま

す
。

◎
公
共
施
設
の
高
台
移
転
に
係
る

財
政
支
援
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　
本
年
八
月
二
十
九
日
に
内
閣
府

か
ら
発
表
さ
れ
た
、
南
海
ト
ラ
フ

の
巨
大
地
震
が
四
国
沖
で
起
き
た

場
合
の
高
知
県
内
の
被
害
想
定
は
、

最
大
で
死
者
四
万
九
千
人
、
建
物

の
損
壊
二
三
万
九
千
棟
に
上
る
と

の
衝
撃
的
な
内
容
で
し
た
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
最
大

で
二
五
メ
ー
ト
ル
の
津
波
に
襲
わ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

現
在
、
こ
の
想
定
を
踏
ま
え
て
、

防
災
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
公
立

小
中
学
校
や
保
育
園
な
ど
の
公
共

施
設
は
、
そ
の
多
く
が
津
波
想
定

エ
リ
ア
に
位
置
し
て
お
り
、
大
規

模
地
震
が
発
生
し
た
際
に
は
、
多

数
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
に
お
い
て
も
、
公
共

施
設
の
耐
震
化
や
改
築
に
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
新
た
な
施
設
を
建
築
す
る
際
に

は
、
津
波
に
対
し
て
安
全
が
確
保
で

き
る
高
台
移
設
を
最
優
先
課
題
と
し

て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
補
助
制

度
に
お
い
て
は
、
建
築
費
に
対
す
る

補
助
は
あ
る
も
の
の
、
多
大
な
経
費

が
予
想
さ
れ
る
用
地
購
入
費
や
造
成

費
、
取
り
付
け
道
路
の
整
備
等
は

補
助
の
対
象
に
該
当
せ
ず
、
事
業
実

施
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
国
に
お
い
て
も
、
防
災
・

減
災
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
法
の

制
定
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
の
よ

う
な
財
政
基
盤
が
弱
い
自
治
体
が
市

民
の
安
全
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組

む
た
め
に
は
、
是
非
と
も
国
に
よ
る

支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
学
校
等
各
種
公
共
施
設

の
高
台
移
転
に
つ
い
て
は
安
全
・
安

心
な
立
地
の
確
保
及
び
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
の
た
め
、
以
下
の

項
目
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

条
　
　
例

意

見

書

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。
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A
　
救
急
要
請
が
あ
っ
た
場
合
の

受
入
態
勢
に
つ
い
て
、
通
報
者
の

確
認
、
伝
達
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
問
う
。
併
せ
て
災
害

時
の
体
制
、
仕
組
み
に
つ
い
て
も

問
う
。

B
　
受
付
の
職
員
が
場
所
、
フ
ル

ネ
ー
ム
、
病
歴
、
か
か
り
つ
け
病

院
を
確
認
し
、
救
急
救
命
士
に
連

絡
、
現
場
に
着
く
ま
で
に
不
明
な

点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
無
線
及
び
電

話
で
確
認
し
な
が
ら
向
か
う
。
　

　
通
報
者
が
何
ら
か
の
異
変
で
対

応
で
き
な
い
場
合
、
電
話
会
社
に

逆
探
知
を
依
頼
、
場
所
の
特
定
を
す

る
。
出
動
先
を
間
違
え
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
。

　
災
害
時
を
想
定
し
た
体
制
に
つ

い
て
は
、
地
域
防
災
計
画
の
中
で
定

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
、
新
た
な
想
定
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
本
計
画
を
改
正
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
命
を
守
っ
て
い
く
こ

と
を
最
大
の
目
的
と
し
て
、
可
能

な
と
こ
ろ
か
ら
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

A
　
い
じ
め
問
題
が
報
道
さ
れ
な

い
日
は
な
い
く
ら
い
大
変
な
現
状

の
中
、
本
市
に
お
い
て
は
心
配
な

い
の
か
、
児
童
・
生
徒
・
教
師
が
、

い
じ
め
の
兆
し
を
見
つ
け
た
時
、

安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
に
あ

る
の
か
問
う
。

B
　
本
市
の
い
じ
め
認
知
件
数
は
、

こ
こ
数
年
間
で
一
〇
件
ほ
ど
発
生

し
て
い
る
が
、
そ
の
都
度
対
応
し
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
現
在
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
が

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
教
職
員
だ
け
に
負
担
を

か
け
る
の
で
は
な
く
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
の
専
門
的
見

地
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
今
後
も
子
ど
も
達
が
一
人
で
悩

み
を
抱
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

相
談
で
き
る
体
制
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。
　

　
ま
た
、
い
じ
め
に
対
応
し
て
い

る
教
職
員
が
、
一
人
で
負
担
を
か

か
え
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
、

学
校
全
体
の
問
題
と
し
て
組
織
的

に
取
り
組
み
、
い
ろ
い
ろ
な
機
関

が
有
機
的
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、

問
題
解
決
を
図
る
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。

　
現
状
で
一
番
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
い
じ
め
と
ふ
ざ
け
の
境

が
つ
き
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
教
師
や
家
庭
が
ど

の
よ
う
に
し
て
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、

対
応
し
て
い
く
か
。
学
校
と
保
護

者
、
地
域
が
連
絡
を
密
に
し
て
、
信

頼
関
係
を
も
と
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
こ
と
が
、
一
番
い
じ
め

の
対
応
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

A
　
小
中
学
校
再
編
調
査
特
別
委

員
会
の
結
論
を
受
け
て
、
教
育
委

員
会
と
し
て
学
校
再
編
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
問
う
。

B
　
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の

議
決
は
、
重
く
受
け
と
め
て
お
り
、

今
後
、
市
長
部
局
と
再
編
計
画
の

見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。
　

　
計
画
の
見
直
し
の
必
要
性
が
生

じ
た
際
に
は
、
住
民
に
わ
か
り
や

す
く
、
よ
り
意
見
が
反
映
で
き
る

よ
う
、
市
長
部
局
と
一
体
な
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
。

闍倉 真弓 議員

救
急
活
動
に
つ
い
て

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

学
校
再
編
計
画

に
つ
い
て

　
九
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
日
及
び
十
一
日
の
二

日
間
に
六
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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A
　
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
の
被
害
想
定
が
発

表
さ
れ
た
が
、
耐
震
対
策
や
迅
速

な
避
難
等
で
人
的
被
害
が
七
分
の

一
に
減
少
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
新
築
す
る
学
校
ほ
か
公
的
施

設
の
高
台
移
設
、
水
道
施
設
の
耐

震
状
況
、
避
難
施
設
の
早
期
完
成

な
ど
、
宿
毛
市
の
減
災
対
策
を
問
う
。

B
　
宿
毛
市
の
行
政
関
連
施
設
や

学
校
の
高
台
移
設
は
課
題
も
多
い

が
、
可
能
な
限
り
高
台
へ
の
移
転

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
地
区
か
ら

の
要
望
の
あ
っ
た
避
難
道
や
避
難

場
所
な
ど
の
整
備
は
二
十
五
年
度

ま
で
に
概
ね
完
了
で
き
る
。
宿
毛

市
の
水
道
施
設
は
二
カ
所
の
耐
震

対
策
が
で
き
て
い
な
い
。
耐
震
適

合
性
の
な
い
水
道
管
は
四
・
八
キ

ロ
あ
る
が
、
来
年
度
以
降
に
計
画

的
に
耐
震
適
合
性
の
あ
る
管
に
布

設
替
え
す
る
。

A
　
宿
毛
市
の
特
定
健
診
の
受
診

状
況
と
国
に
よ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の

有
無
を
問
う
。
ま
た
、
市
は
ガ
ン

検
診
受
診
率
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
結
果
通
知
が
大
幅
に

遅
れ
て
い
る
と
市
民
か
ら
の
訴
え

が
あ
っ
た
。
事
態
の
詳
細
と
再
発

防
止
策
を
問
う
。

B
　
宿
毛
市
の
二
十
三
年
度
実
施

の
特
定
健
診
は
、
目
標
受
診
率
に

は
達
し
て
い
な
い
が
、
国
か
ら
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
る
心
配
は
な

い
。
大
腸
ガ
ン
検
診
で
は
二
五
名
、

前
立
腺
ガ
ン
検
診
で
七
名
へ
の
結

果
通
知
が
二
〜
一
二
カ
月
も
遅
れ

た
。
今
後
は
ガ
ン
検
診
結
果
通
知

の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
充
実
し
、

再
発
防
止
に
努
め
る
。

A
　
宿
毛
城
辺
線
道
路
端
の
民
家

へ
は
道
路
の
水
が
流
入
し
被
害
を

与
え
て
い
る
。
与
市
明
川
の
改
修
、

河
口
へ
の
排
水
ポ
ン
プ
設
置
等
と

と
も
に
、
冠
水
時
の
通
行
止
め
、

早
期
の
土
の
う
積
み
な
ど
被
害
軽

減
対
策
を
問
う
。

B
　
路
面
冠
水
の
原
因
で
あ
る
与

市
明
川
の
河
口
部
分
が
改
修
さ
れ

て
い
な
い
。
河
口
の
所
に
一
〇
ト

ン
か
ら
二
〇
ト
ン
の
ポ
ン
プ
設
置

を
県
に
要
望
し
て
い
る
。
当
面
の

路
面
冠
水
時
の
対
策
と
し
て
、
早

期
の
通
行
止
め
や
被
害
民
家
近
く

に
土
嚢
を
確
保
し
て
お
く
よ
う
県

に
要
望
す
る
。

A
　
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚

染
の
恐
怖
が
全
国
民
に
明
ら
か
に

な
り
、
循
環
型
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
宿

毛
市
と
し
て
も
太
陽
光
発
電
、
小

水
力
発
電
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

活
用
等
に
ど
う
取
り
組
む
か
問
う
。

B
　
本
市
も
今
年
度
は
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
置
費
補
助
金
制
度

を
設
け
た
。
小
水
力
発
電
に
つ
い

て
も
楠
山
地
区
が
有
力
地
点
と
し

て
県
に
よ
る
調
査
が
始
ま
る
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
循
環
型
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
自
然

環
境
保
護
、
林
業
の
活
性
化
、
資

源
の
地
産
地
消
、
ひ
い
て
は
雇
用

確
保
の
観
点
か
ら
も
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

A
　
保
育
園
児
は
、
地
震
発
生
時

に
お
い
て
は
、
避
難
を
す
る
場
合
に
、

非
常
に
高
い
リ
ス
ク
が
あ
る
。
震

災
後
、
高
台
へ
の
移
転
計
画
を
含

め
保
育
園
全
体
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
災
害
時
に
お
い
て
、
一
番
リ

ス
ク
の
高
い
保
育
園
児
の
防
災
対

策
は
非
常
に
急
が
れ
る
喫
緊
の
課

題
と
し
て
取
り
組
む
。
高
台
へ
の
移

転
を
含
め
検
討
を
し
て
い
る
。

A
　
各
保
育
園
で
避
難
訓
練
の
実

施
状
況
や
、
避
難
用
具
の
配
備
・
避

難
場
所
の
確
保
等
避
難
計
画
は
作
成

さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
避
難
訓
練
は
月
一
回
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
。
避
難
用
具
も
配

備
し
て
い
る
。
今
後
も
、
各
園
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
場
所
へ
一
分
で
も

早
く
避
難
出
来
る
よ
う
訓
練
に
取

り
組
む
。

A
　
す
み
れ
保
育
園
と
二
ノ
宮
保

育
園
は
共
に
、
津
波
の
浸
水
域
の
中

に
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
両

園
の
防
災
対
策
や
再
編
計
画
の
取
り

組
み
を
問
う
。

B
　
二
ノ
宮
保
育
園
へ
の
統
合
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
保
護
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
と
合
意
が
整
え

ば
、
二
ノ
宮
保
育
園
の
増
築
工
事
に

着
手
す
る
。
二
ノ
宮
保
育
園
の
す
ぐ

裏
が
避
難
場
所
と
な
っ
て
お
り
、
定

期
的
な
訓
練
の
実
施
で
対
応
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

A
　
咸
陽
保
育
園
は
、
津
波
の
発

生
時
は
、
そ
の
被
害
が
大
変
危
惧
を

さ
れ
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
も
、
高

台
へ
の
移
転
を
強
く
希
望
さ
れ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

浅木　敏 議員

松浦 英夫 議員

保
育
園
の
防
災
対
策

に
つ
い
て

循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

推
進
に
つ
い
て

県
道
宿
毛
城
辺
線
の
路

面
冠
水
対
策
に
つ
い
て

特
定
健
診
と
ガ
ン
検
診

に
つ
い
て

地
震
と
津
波
の
対
策

に
つ
い
て
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B
　
園
児
並
び
に
職
員
の
安
全
を

確
保
す
る
意
味
か
ら
も
、
津
波
浸

水
が
予
想
さ
れ
る
保
育
園
に
つ
い

て
は
、
高
台
移
転
は
喫
緊
の
課
題

と
し
て
取
り
組
む
。

A
　
小
筑
紫
保
育
園
は
、
防
災
対

策
や
環
境
面
で
、
大
き
な
課
題
が

あ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
大
変

危
惧
し
て
い
る
。
「
旧
田
の
浦
小
学

校
の
跡
地
」
へ
移
転
す
る
考
え
は

な
い
か
問
う
。

B
　
「
旧
田
の
浦
小
学
校
の
跡
地
」

へ
の
移
転
新
築
案
は
効
果
的
な
方

法
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
関
係

者
の
理
解
を
得
る
中
で
早
急
な
事

業
着
手
に
取
り
組
み
た
い
。

A
　
介
護
施
設
に
つ
い
て
、
第
四

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
組
み
込

ま
れ
て
い
た
が
、
未
だ
実
現
を
し

て
い
な
い
。
ど
こ
に
原
因
が
あ
っ

た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
き
た
の
か
問
う
。

B
　
第
四
期
計
画
の
初
年
度
に
「
あ

っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が

整
備
さ
れ
た
の
で
、
計
画
に
あ
っ

た
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
」
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

整
備
は
行
わ
な
か
っ
た
。
今
後
は
、

「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
む
。

A
　
離
島
が
抱
え
る
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
離
島
振
興
法
を
活

用
す
る
中
で
、
施
設
整
備
が
実
現

出
来
な
い
か
問
う
。

B
　
介
護
保
険
施
設
整
備
に
対
し

て
、
離
島
振
興
法
に
基
づ
く
国
庫

補
助
制
度
が
な
い
た
め
、
同
法
を

活
用
し
て
の
施
設
整
備
は
困
難
で

あ
る
。

A
　
一
つ
提
案
と
し
て
、
今
後
、
売

買
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
賃

貸
で
土
地
を
貸
す
こ
と
も
含
め
て

考
え
て
い
く
べ
き
時
に
き
た
と
思

っ
て
い
る
が
見
解
を
問
う
。

B
　
学
校
給
食
は
、
従
来
ど
お
り

食
の
安
全
、
安
心
を
常
に
心
が
け
、

栄
養
指
導
、
献
立
等
、
食
育
の
推

進
に
努
め
て
い
る
。

　
委
託
業
者
の
選
考
に
つ
い
て
は
、

選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
各
契
約

希
望
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

学
校
給
食
へ
の
理
解
度
や
、
業
務

の
執
行
能
力
、
衛
生
管
理
の
対
応
、

食
育
へ
の
理
解
と
協
力
を
総
合
的

に
判
断
し
て
決
定
を
し
て
い
る
の
で
、

価
格
競
争
だ
け
で
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
総
合
評
価
に
つ
い
て
も

ク
リ
ア
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

B
　
処
分
方
法
の
手
法
の
多
様
化

に
つ
い
て
ご
提
案
頂
い
た
。
賃
貸

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
進
め
て
い

く
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

A
　
今
後
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
を
、
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
せ

て
い
く
の
か

　
例
え
ば
、
堆
肥
化
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
見
解

を
問
う
。

B
　
現
在
の
宿
毛
市
の
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
は
、
三
つ
の
取
り

組
み
で
構
成
を
し
て
い
る
。

　
一
つ
目
が
、
生
ご
み
、
し
尿
汚
泥
、

食
品
加
工
残
渣
な
ど
の
堆
肥
化
。

二
つ
目
が
、
廃
食
用
油
の
燃
料
化
。

三
つ
目
が
、
森
林
資
源
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
原
材
料
化
。

　
こ
の
中
で
も
、
中
心
的
な
堆
肥

化
に
つ
い
て
は
、
工
場
建
設
費
に

対
す
る
国
の
財
政
支
援
施
策
の
後

退
、
こ
れ
は
事
業
仕
分
け
、
行
政

監
察
局
の
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
評
価
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
方
針
転
換
な
ど
に
よ
る

交
付
金
事
業
の
廃
止
、
さ
ら
に
建

設
候
補
地
、
運
営
経
費
の
費
用
対

効
果
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
る
。
施
設
整
備
の
見
直

し
も
含
め
て
、
慎
重
な
協
議
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、
早
急
に
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
今
回
の
委
託
料
は
、
前
回
よ

り
も
約
七
〇
〇
万
円
程
度
の
増
額

予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
積
算
根

拠
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
積
算
根
拠
に
つ
い
て
は
、
高

知
県
賃
金
構
造
統
計
調
査
を
基
準

と
し
て
、
給
食
数
や
地
産
地
消
の

推
進
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
個
別
対

応
等
に
必
要
な
人
員
と
し
て
、
調

理
員
一
七
名
、
半
日
パ
ー
ト
一
名

で
給
与
を
算
出
し
、
社
会
保
険
料
、

保
健
衛
生
、
教
育
研
修
の
経
費
、

並
び
に
そ
れ
に
伴
う
消
費
税
の
相

当
分
を
見
込
ん
だ
も
の
で
、
積
算

し
て
い
る
。

A
　
宿
毛
市
で
も
、
入
札
を
続
け

て
い
く
と
、
過
当
競
争
に
よ
る
契

約
額
の
下
落
が
続
き
、
従
業
員
の

労
働
環
境
に
悪
影
響
が
出
る
な
ど
、

色
々
な
問
題
が
起
こ
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
点
は
総
合
評
価
で
ク

リ
ア
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

岡闢 利久 議員

沖
の
島
に
お
け
る
介
護

保
険
施
設
に
つ
い
て

宿
毛
市
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

宿
毛
駅
東
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
保
留
地

の
処
分
に
つ
い
て

宿
毛
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
業
務
委
託

に
つ
い
て
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A
　
今
期
定
例
会
初
日
に
、
宿
毛

市
立
小
中
学
校
再
編
調
査
特
別
委

員
会
よ
り
最
終
報
告
が
あ
り
、
宿

毛
小
学
校
は
、
速
や
か
に
高
台
に

移
転
す
べ
き
と
の
案
が
賛
成
多
数

で
承
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

市
長
は
、
選
挙
公
約
で
、
現
在
地

に
建
設
す
る
と
約
束
さ
れ
て
い
る
。

市
長
は
議
会
議
決
と
市
民
と
の
公

約
の
、
ど
ち
ら
を
重
く
受
け
と
め

る
か
。

B
　
議
会
議
決
も
市
民
の
声
も
、

ど
ち
ら
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
私
が
公
約
し
た
段
階
と
大
震
災

後
で
は
、
新
た
な
情
勢
も
生
ま
れ

て
き
て
い
る
。
全
体
と
し
て
判
断

を
し
な
が
ら
、
ど
ち
ら
の
意
見
も

重
視
す
る
中
で
、
そ
れ
が
落
ち
つ

く
方
向
は
な
い
も
の
か
、
今
後
、

皆
さ
ん
合
意
を
い
た
だ
け
る
方
向

で
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

A
　
高
台
移
転
の
工
期
、
経
費
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

B
　
全
く
の
概
算
で
あ
る
が
、
用

地
の
選
定
や
買
収
、
造
成
及
び
改

築
工
事
を
含
め
る
と
、
一
〇
年
近

く
か
か
る
。
経
費
に
つ
い
て
は
、

造
成
地
を
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
想
定

す
る
と
、
建
物
等
を
除
き
、
造
成

費
等
で
七
億
円
以
上
か
か
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

A
　
そ
の
高
台
を
整
備
す
る
場
合
、

国
の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。
無
く

て
も
市
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

B
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
、
県
に

お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
助
成
措
置

は
な
い
。
ま
だ
全
然
実
態
の
な
い

段
階
な
の
で
、
ま
ず
調
査
結
果
を

き
ち
ん
と
出
し
た
段
階
で
、
そ
の

論
議
に
入
れ
る
と
こ
ろ
に
達
す
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

A
　
国
道
五
六
号
線
の
補
完
路
線

と
し
て
、
ま
た
南
海
ト
ラ
フ
を
震

源
と
し
た
巨
大
地
震
発
生
時
に
、

こ
の
路
線
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

増
し
て
き
た
。
前
市
長
は
、
自
然

環
境
を
活
か
し
た
道
路
整
備
を
高

知
県
に
対
し
て
提
言
し
た
が
、
市

長
は
、
こ
の
県
道
の
改
修
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

B
　
こ
の
区
間
は
す
ば
ら
し
い
景

観
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、
提
言
に
配
慮
し
て
い
た
だ
く

中
で
、
早
期
完
成
に
向
け
て
働
き

か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
一
・
五
車
線
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
、
と
に
か
く
自
然
を
守
り
な

が
ら
の
提
言
を
活
か
し
な
が
ら
、

出
来
る
箇
所
か
ら
出
来
る
だ
け
早

く
手
を
付
け
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

A
　
議
会
は
、
宿
毛
小
学
校
に
つ

い
て
、
早
急
に
高
台
移
転
を
検
討

す
る
よ
う
議
決
を
し
た
が
、
こ
れ

を
受
け
て
、
教
育
委
員
会
は
、
昨

年
十
一
月
に
委
員
会
議
決
し
た
再

編
案
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
を
問
う
。

ま
た
、
市
長
は
こ
れ
ま
で
も
土
砂

災
害
等
の
危
険
性
の
あ
る
と
こ
ろ

に
は
公
共
物
は
建
設
し
な
い
と
い

っ
て
き
た
が
、
津
波
被
害
が
想
定

さ
れ
る
現
在
位
置
へ
の
建
設
調
査

の
検
討
よ
り
、
高
台
移
転
に
全
精

力
を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　（
教
育
長
）
市
民
の
代
表
で
あ

る
市
議
会
の
議
決
は
、
大
変
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

は
、
市
長
部
局
の
高
台
移
転
に
つ

い
て
の
協
議
を
受
け
て
、
意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
委
員
会
内
で
の

論
議
を
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）
三
月
議
会
で
、
現
在
地

も
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
提
案
し

て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
建
て
る
場

合
の
執
行
部
と
し
て
の
認
識
を
し
て

お
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
。

今
後
、
高
台
の
適
地
調
査
を
踏
ま
え

て
、
市
民
や
保
護
者
へ
の
説
明
を
行

い
、
議
会
の
意
見
を
伺
う
中
で
、

教
育
委
員
会
と
一
体
に
な
っ
て
決

定
し
て
い
き
た
い
。

A
　
三
月
議
会
に
お
い
て
、「
今
ま

で
の
採
用
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
調

査
を
し
て
い
る
。
市
民
の
中
か
ら
疑

念
の
生
ま
れ
な
い
確
た
る
方
向
を
検

討
し
て
い
く
。
」
と
発
言
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
し
た
の
か
。

ま
た
、
制
度
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

B
　
平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度

の
採
用
試
験
を
、
詳
し
く
検
証
し
た

が
、
不
正
な
事
実
は
一
切
な
か
っ
た
。

　
疑
念
に
つ
い
て
は
、
私
が
持
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
前
回
の
市
長

選
当
時
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
、
市

民
の
中
に
疑
念
を
持
た
れ
る
部
分
も

あ
る
の
で
、
き
ち
っ
と
検
証
し
て
、

客
観
的
に
払
拭
で
き
る
試
験
制
度
を

作
り
た
か
っ
た
。

　
昨
年
か
ら
の
変
更
点
と
し
て
、
作

文
試
験
は
二
次
試
験
の
合
否
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
年
齢

を
三
五
歳
ま
で
引
き
上
げ
、
一
般
事

務
Ａ
・
Ｂ
を
一
つ
に
統
一
し
た
。

寺田 公一 議員

饌田 陸紀 議員

小
中
学
校
再
編
計
画

に
つ
い
て

職
員
採
用
試
験

に
つ
い
て

県
道
宿
毛
津
島
線

に
つ
い
て

宿
毛
小
学
校
建
設
用
地

に
つ
い
て
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調
査
結
果

（
一
）
宿
毛
小
中
学
校
の
耐
震
・
改

築
に
つ
い
て

　
本
委
員
会
に
お
い
て
は
、（
Ａ
）
宿

毛
小
学
校
を
現
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
改

築
し
、
宿
毛
中
学
校
を
松
田
川
小

学
校
用
地
へ
改
築
す
る
案
、（
Ｂ
）
両

校
と
も
現
在
地
で
耐
震
・
改
築
す

る
案
、（
Ｃ
）
宿
毛
小
学
校
は
耐
震

改
修
の
う
え
速
や
か
に
高
台
に
移

転
し
、
宿
毛
中
学
校
は
耐
震
改
修

の
う
え
一
定
期
間
使
用
す
る
案
の

三
案
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
を

し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
一
定
の

議
論
が
尽
く
さ
れ
た
と
判
断
し
、八

月
二
十
三
日
開
催
の
委
員
会
に
お

い
て
、
各
委
員
に
よ
る
討
論
の
後

に
採
決
を
行
っ
た
。

　
以
下
、
討
論
の
概
要
に
つ
い
て

記
す
。

　
ま
ず
、
Ｂ
案
を
支
持
す
る
山
上

委
員
よ
り
、
宿
毛
小
学
校
の
一
階

部
分
を
柱
で
構
成
す
る
（
ピ
ロ
テ
ィ
）

構
造
と
し
、
想
定
津
波
高
以
上
の

人
工
地
盤
的
な
形
状
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
避
難
場
所
と
す
る
こ
と

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
昼

間
に
地
震
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い

こ
と
か
ら
も
、
多
く
の
地
域
住
民

に
親
し
み
が
あ
り
、
通
い
慣
れ
て

い
る
学
校
が
避
難
場
所
と
し
て
は

適
所
で
は
な
い
か
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

高
台
移
転
に
か
か
る
土
地
代
や
造

成
費
は
補
助
対
象
で
は
な
く
、
市

の
単
独
事
業
と
な
る
た
め
、
人
工

地
盤
の
方
が
安
価
に
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
本
案
の
場
合
、
北
側

宅
地
の
買
収
が
必
要
に
な
る
が
、

購
入
が
可
能
と
な
れ
ば
、
仮
設
校

舎
の
必
要
性
が
な
く
な
り
、
仮
設

校
舎
費
程
度
で
、
土
地
が
確
保
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
高
台
移

転
よ
り
現
在
地
で
の
建
て
替
え
の

方
が
校
舎
建
設
の
実
現
が
早
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
例
え
ば
、
新

校
舎
は
夜
学
や
市
民
学
級
等
に
も

積
極
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、

特
に
特
別
教
室
等
は
、
時
間
的
な

使
い
分
け
で
、
施
設
の
有
効
活
用

を
図
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
、
あ
る

べ
き
も
の
が
あ
る
状
態
を
継
続
す

る
こ
と
は
、
ま
ち
を
つ
く
っ
て
行

く
上
で
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
コ
ン
パ
ク

ト
の
方
向
で
、
分
散
で
は
な
く
、

集
積
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
仮

に
公
共
施
設
の
高
台
移
転
を
推
進

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ち
全
体
（
浸

水
エ
リ
ア
全
体
）
の
高
台
移
転
計

画
ま
で
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
の
討
論
が
な
さ

れ
た
。

　
同
じ
く
Ｂ
案
を
支
持
す
る
饌
田

委
員
よ
り
、
街
の
歴
史
は
旧
町
内

の
住
民
に
と
っ
て
は
、
重
大
な
関

心
事
で
あ
り
、
学
校
を
他
地
区
に

移
転
す
る
と
街
の
核
が
な
く
な
る
。

ま
た
、
震
災
は
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
学

校
に
滞
在
す
る
時
間
は
、
年
間
を

通
じ
て
約
二
〇
〇
日
、
一
、六
〇
〇

時
間
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、

最
新
の
建
築
技
術
を
も
っ
て
す
れ

ば
、
校
舎
は
想
定
さ
れ
る
最
大
震

度
で
も
倒
壊
は
考
え
に
く
い
。
従

っ
て
、
現
在
地
に
小
学
校
を
新
築

し
て
も
二
〇
分
〜
三
〇
分
で
忠
霊

塔
に
避
難
さ
せ
る
訓
練
を
し
て
お

け
ば
子
ど
も
た
ち
の
生
命
は
十
分

に
守
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
多
く

の
市
民
が
津
波
か
ら
避
難
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
高
台
に
移
転

し
た
場
合
に
は
、
登
下
校
時
に
地

域
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
や
見

守
り
の
機
会
が
少
な
く
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
が
保
ち

に
く
い
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
用

地
買
収
や
造
成
等
に
長
期
間
を
要

し
、
一
日
も
早
く
新
し
い
校
舎
を

望
ん
で
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
従
来
の
要

望
と
相
反
す
る
、
と
の
討
論
が
な

さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
Ｃ
案
を
支
持
す
る
寺

田
委
員
よ
り
、
昨
年
三
月
十
一
日

の
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
恐
怖

を
思
い
出
す
と
、
五
・
八
メ
ー
ト

ル
の
浸
水
予
想
地
域
に
教
育
施
設

を
新
築
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
な

い
。
宿
毛
小
中
学
校
と
も
に
新
築

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
来
な
ら
、
両

校
と
も
高
台
に
移
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
二
校
を
同
時
に
新
築
す
る

こ
と
が
財
政
的
・
時
間
的
に
問
題

が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
意
見
交

換
会
で
も
多
く
の
保
護
者
が
望
ん

で
い
る
よ
う
に
、
災
害
弱
者
で
あ

る
小
学
生
や
保
育
園
児
の
安
全
・

安
心
を
最
優
先
に
考
え
る
べ
き
で

あ
り
、
も
っ
と
も
老
朽
化
の
著
し

い
宿
毛
小
学
校
を
先
行
し
て
高
台

に
新
築
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
地

に
三
階
建
て
で
計
画
さ
れ
て
い
る

新
校
舎
案
は
、
住
民
の
安
全
を
確

保
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
避
難

場
所
と
し
て
指
定
す
べ
き
で
は
な

い
。
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
に

は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
等
、
必
要

に
合
わ
せ
て
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

高
台
に
小
学
校
を
移
せ
ば
、
市
街

地
の
多
く
の
住
民
が
災
害
時
に
利

用
で
き
る
大
規
模
な
二
次
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
台
移
転
に
係
る
経
費
に
つ
い
て

は
、
用
地
購
入
費
、
造
成
費
な
ど

多
額
の
経
費
が
発
生
す
る
が
、
将

来
的
に
考
え
る
と
無
駄
な
経
費
と

は
な
ら
な
い
、
と
の
討
論
が
な
さ

れ
た
。

　
同
じ
く
Ｃ
案
を
支
持
す
る
浅
木

委
員
よ
り
、
基
本
的
に
新
築
学
校

は
、
津
波
想
定
地
域
に
建
て
る
べ

き
で
は
な
く
、
小
筑
紫
小
学
校
の

建
築
の
時
に
も
反
対
し
た
。
今
度

の
場
合
も
、
最
初
か
ら
津
波
想
定

地
域
へ
の
学
校
新
築
は
認
め
ら
れ

な
い
。
本
来
な
ら
、
全
部
の
小
中
学

校
を
高
台
移
転
す
べ
き
だ
が
、
そ

ん
な
財
源
は
な
い
か
ら
、
当
面
、
新

築
さ
れ
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
高

台
建
設
を
支
持
す
る
。
こ
の
考
え

方
の
根
底
に
は
、
子
ど
も
の
命
を

ど
う
守
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、

す
べ
て
の
面
で
最
優
先
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

ま
た
、
津
波
が
来
た
場
合
、
親
の

心
理
か
ら
い
う
と
、
子
ど
も
の
と

こ
ろ
へ
駆
け
つ
け
て
行
っ
て
子
ど

も
を
守
り
た
い
と
思
う
の
が
当
然

　
今
期
定
例
会
に
お
い
て
、
宿
毛
市
立
小
中
学
校
再
編
調
査
特

別
委
員
長
よ
り
最
終
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
の
調

査
結
果
の
部
分
を
掲
載
し
ま
す
。（
報
告
書
の
全
文
は
宿
毛
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
で
す
。）

宿
毛
市
立
小
中
学
校
再
編
調
査
特
別
委
員
会
最
終
報
告



⑱

で
、
先
の
震
災
の
時
も
、
子
ど
も
を

連
れ
て
帰
る
途
中
で
、
事
故
に
あ
っ

た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
そ
の
点
か

ら
見
て
も
、
子
ど
も
が
安
全
な
場

所
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
親
自
身
も
子
ど
も

の
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
自

身
の
身
を
守
る
こ
と
に
専
念
で
き

る
。
確
か
に
造
成
費
に
は
金
が
か
か

り
、
そ
れ
を
ど
う
工
面
す
る
か
と
い

う
問
題
も
あ
る
が
、
津
波
に
や
ら
れ

て
、
そ
れ
を
修
復
す
る
費
用
を
考
え

た
場
合
に
、
土
地
造
成
費
が
高
い
と

言
え
る
の
か
。
あ
く
ま
で
も
、
津
波

が
来
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
な

お
、
高
台
に
す
れ
ば
、
木
造
校
舎
に

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
木
造
に

す
れ
ば
、
教
育
環
境
と
い
う
面
で
も

良
く
な
る
し
、
宿
毛
市
産
材
を
使
う

と
す
れ
ば
、
地
元
の
木
材
業
界
を
は

じ
め
、
地
元
産
業
の
発
展
と
そ
れ
に

従
事
す
る
関
係
者
の
仕
事
も
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
、
と
の
討
論
が
な
さ

れ
た
。

　
な
お
、
Ａ
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
討
論
の
後
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
本

委
員
会
と
し
て
Ｃ
案
を
採
択
す
べ

き
で
あ
る
と
決
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
二
）
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
は
、
平
成
十
九
年

十
一
月
に
沖
の
島
を
除
く
当
時
の
市

内
一
〇
小
学
校
を
五
校
に
統
合
し
、

同
じ
く
沖
の
島
を
除
く
市
内
五
中
学

校
を
一
校
に
統
合
す
る
と
の
再
編
計

画
を
策
定
し
た
。

　
本
計
画
策
定
の
背
景
に
は
、
当

時
、
全
国
の
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
て

い
た
行
政
改
革
の
推
進
と
い
う
目
的

と
と
も
に
、
遅
れ
て
い
た
学
校
耐
震

化
を
一
気
に
進
展
さ
せ
た
い
と
の
意

図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る
。

　
計
画
で
は
、
専
科
教
員
の
配
置
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
、
将
来
の
児
童

生
徒
数
の
推
移
か
ら
考
え
た
適
正
規

模
の
確
保
な
ど
、
統
合
に
よ
る
教
育

的
効
果
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
住

民
の
十
分
な
理
解
を
得
ぬ
ま
ま
の
計

画
策
定
は
、
い
さ
さ
か
拙
速
で
あ
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
の
結
果
、
地
域
か
ら
の
反
発
な

ど
を
理
由
に
、
当
初
計
画
策
定
か
ら

三
年
を
経
ず
し
て
、
平
成
二
十
二
年

五
月
に
は
計
画
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
適
正
規
模
の
観
点
と
一
定
の
地

域
性
を
考
慮
し
た
と
の
理
由
で
、
小

学
校
が
そ
れ
ま
で
の
五
校
か
ら
六
校

に
、
中
学
校
が
そ
れ
ま
で
の
一
校
か

ら
四
校
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　
調
査
の
過
程
で
、
特
に
中
学
校
の

再
編
に
関
し
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
充

実
、
専
科
教
員
の
配
置
等
、
子
ど
も

た
ち
に
良
好
な
教
育
環
境
を
提
供

す
る
た
め
一
校
に
統
合
す
る
予
定
だ

っ
た
も
の
が
、
こ
の
計
画
で
は
、
そ

の
目
的
が
達
成
で
き
な
い
学
校
が

残
る
こ
と
に
な
り
、
一
校
か
ら
四
校

に
な
っ
た
明
確
な
根
拠
が
乏
し
い
、

教
育
委
員
会
の
姿
勢
は
あ
ま
り
に
も

一
貫
性
に
欠
け
る
と
の
意
見
や
、
学

校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

は
理
解
で
き
る
が
、
子
ど
も
た
ち
が

主
役
で
あ
る
は
ず
の
学
校
再
編
に
関

し
て
、
地
域
性
に
過
度
な
配
慮
を
し

過
ぎ
る
と
、
適
切
な
教
育
環
境
の
提

供
が
困
難
に
な
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
再
編
計
画

は
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
抱
え
て
お

り
、
こ
の
計
画
が
果
た
し
て
最
善
の

枠
組
み
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問

の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
県
内
で
も

遅
れ
て
い
る
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み

は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
こ
の
際
、
全
て
の
小
・

中
学
校
を
早
期
に
耐
震
化
し
、
児
童

生
徒
の
安
全
を
ひ
と
ま
ず
担
保
し
た

う
え
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
真

に
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
、
現
在
の
学
校
再
編
計
画

を
再
考
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
で

一
致
し
た
。

（
三
）
学
校
再
編
に
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
平
成
十
九
年
に
策
定
さ
れ
た
学
校

再
編
計
画
は
市
内
全
域
が
対
象
と
な

る
計
画
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
目
先
の
統
合
予
定
校
で
あ
る
小

筑
紫
地
区
小
学
校
を
除
け
ば
、
橋
上

中
学
校
で
一
回
説
明
を
行
っ
た
だ

け
で
、
そ
の
他
の
学
校
に
は
一
切
説

明
に
出
向
い
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は
当

初
再
編
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
大
島
小

学
校
が
、
国
か
ら
の
予
想
外
の
交

付
金
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
急
き
ょ
耐
震
工
事
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
再
編
計

画
の
一
部
見
直
し
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
平
成
十
九
年

の
再
編
計
画
が
最
初
か
ら
住
民
不
在

の
、
行
革
あ
り
き
の
計
画
で
は
な

か
っ
た
か
と
い
う
疑
念
を
抱
か
せ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
再
編
の
動

き
を
混
乱
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
平
成
二
十
二
年
五
月
の
全
面
的
見

直
し
の
際
に
は
、
全
市
を
対
象
に
二

回
の
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
て
い

る
が
、
こ
れ
で
十
分
な
民
意
の
把
握

が
で
き
た
の
か
に
つ
い
て
も
疑
問

が
残
る
。

　
平
成
二
十
三
年
三
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
の
内

容
は
、「
決
定
し
た
計
画
を
説
明
す

る
の
で
は
な
く
、
複
数
案
の
時
点
で

保
護
者
と
協
議
を
行
う
こ
と
」、「
正

確
な
情
報
を
速
や
か
に
保
護
者
に

届
け
る
こ
と
」
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
、
保
護
者
が
も
っ
と
自
分
達
の

声
を
再
編
計
画
に
反
映
さ
せ
る
機
会

を
望
ん
で
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
。

　
行
政
と
し
て
の
明
確
な
プ
ラ
ン
を

固
め
た
う
え
で
、
信
念
を
持
っ
て
住

民
を
説
得
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
は

決
し
て
間
違
い
で
は
な
い
が
、
本
市

の
場
合
は
、
計
画
策
定
過
程
に
住

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
機
会
が
あ
ま

り
に
も
乏
し
く
、
そ
の
こ
と
が
結
果

と
し
て
、
住
民
に
不
信
と
反
感
を
抱

か
せ
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
容
易

に
推
察
で
き
る
。

　
他
の
多
く
の
自
治
体
で
は
、
様
々

な
方
法
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
地
域

の
声
を
吸
い
上
げ
、
そ
れ
を
具
体
的

な
プ
ラ
ン
作
り
に
生
か
し
て
い
る
実

例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
教
育
委
員
会

が
今
後
の
学
校
再
編
を
進
め
る
う
え

で
、
今
ま
で
以
上
に
保
護
者
、
地
域

と
の
話
し
合
い
を
密
に
す
る
と
と
も

に
、
施
設
設
置
の
最
終
決
定
権
者
た

る
市
長
と
も
十
分
な
協
議
を
重
ね
る

中
で
、
ベ
ス
ト
と
思
わ
れ
る
計
画
を

策
定
し
、
そ
の
後
は
ブ
レ
る
こ
と
な

く
、
粘
り
強
い
取
り
組
み
を
進
め
る

よ
う
求
め
る
と
の
意
見
で
一
致
し
た
。
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時
す
で
に
晩
秋
。
朝
晩
の
冷

気
が
身
に
染
み
る
そ
ん
な
季
節
。

　
九
月
は
定
例
議
会
。一
般
質
問
、

議
案
質
疑
に
先
が
け
て
、
こ
の

三
月
か
ら
続
い
て
い
た
学
校
再

編
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
最

終
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
宿
毛
小
学

校
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設

の
高
台
移
転
を
考
慮
し
た
立
地

調
査
が
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な

っ
た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の

と
お
り
で
す
。

　
十
月
は
決
算
審
査
と
行
政
視
察
、

十
一
月
は
議
会
報
告
会
の
開
催

と
日
程
が
立
て
込
ん
で
お
り
、秋

は
議
員
一
同
に
と
っ
て
多
忙
の

う
ち
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
今

年
か
ら
開
始
さ
れ
る
議
会
報
告

会
。
実
り
多
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

山
　
戸
　
　
　
寛

蘢

岡
　
闢
　
利
　
久

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

寺
　
田
　
公
　
一

蘢

宮
　
本
　
有
　
二

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
こ
の
度
、
議
会
活
動
の
状
況
を
市
民
の
皆
様
に
報
告
し
、
市
政
に

関
す
る
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
を

直
接
お
聞
き
す
る
機
会
と
す
る
た
め
、
次
の
日
程
で
議
会
報
告
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
賜
り
ま
し

よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
報
告
会
は
今
年
と
来
年
の
二
年
に
か
け
て
市
内
八
カ
所

で
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
開
催
し
な
か
っ
た
地
域

に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
開
催
日
、
会
場

　（
各
会
場
と
も
午
後
七
時
か
ら
二
時
間
程
度
の
予
定
で
す
）

　
　
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日
（
月
）

　
　
　
・
小
筑
紫
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　

　
　
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
三
日
（
火
）

　
　
　
・
宇
須
々
木
公
民
館

　
　
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
四
日
（
水
）

　
　
　
・
宿
毛
東
部
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
（
木
）

　
　
　
・
宿
毛
市
役
所
三
階
　
議
会
委
員
会
室

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
九
月
定
例
会
の
会
議
録
は
十

二
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

議会の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は１２月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせください。（蕁６３－２９０７）

なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前に議会事務局までお申し出下さい。

●議会を傍聴しませんか…

〜
編
集
後
記
〜

議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★



⑳

こ
ど
も
陶
芸
教
室
・
親
子

折
り
紙
教
室
参
加
者
募
集

こ
ど
も
陶
芸
教
室

日
　
時

　
①
１１
月
２４
日
（土）
・
２５
日
（日）

　
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

　
②
１２
月
１
日
（土）
・
２
日
（日）

　
　
９
時
〜
１２
時

申
込
締
切

　
①
１１
月
１５
日
（木）

　
②
１１
月
２２
日
（木）

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
創
作
室

講
　
師

　
下
元
　
か
お
る
さ
ん

　
竹
村
　
章
さ
ん

参
加
費
　
無
料

対
象
者
　
宿
毛
市
内
の
小
学
生

定
　
員
　
各
日
程
１５
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
初
め
て

参
加
す
る
小
学
生
を
優
先
し
た
上
、

抽
選
と
し
ま
す
。

※
①
、
②
ど
ち
ら
か
の
参
加
と
し

ま
す
が
、
①
の
抽
選
に
外
れ
た

場
合
は
②
に
申
し
込
む
こ
と
は

可
能
で
す
。

親
子
折
り
紙
教
室

日
　
時

　
１２
月
９
日
（日）

　
１０
時
〜
１２
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

講
　
師
　
林
　
恵
子
さ
ん

受
講
料
　
無
料

持
っ
て
く
る
も
の

　
は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
え
ん
ぴ
つ

対
象
者

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど

も
１
名
に
つ
き
、
保
護
者
１
名

の
組
み
合
わ
せ
）

定
　
員
　
１０
組

申
込
受
付
期
間

　
１１
月
１
日
（木）
〜
２９
日
（木）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
殺
虫

消
毒
日
の
お
知
ら
せ

　
１１
月
２６
日
（月）
は
、
宿
毛
文
教
セ

ン
タ
ー
全
館
（
公
民
館
・
図
書
館
・

歴
史
館
・
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
・

生
涯
学
習
課
）
が
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど

を
対
象
と
し
た
殺
虫
消
毒
を
行
う

た
め
入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
当
日
は
職
員
（
管
理
人
も
含
む
）

も
不
在
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

第
４０
回
宿
毛
市
芸
術
祭

　
日
頃
よ
り
舞
踊
、
演
奏
、
コ
ー

ラ
ス
な
ど
の
文
化
活
動
を
行
っ
て

い
る
１６
サ
ー
ク
ル
の
練
習
の
成
果

を
披
露
す
る
宿
毛
市
芸
術
祭
を
左

記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月
１１
日
（日）

　
開
場
　
１２
時

　
開
演
　
１２
時
３０
分

場
　
所
　

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料

　
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売

生
涯
学
習
課
（
宿
毛
文
教
セ
ン

タ
ー
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

　
金
子
和
孝
（
文
化
協
会
会
長
）

　
蕁
６
３
―

５
１
０
６

第
２
回
　

宿
毛
の
歴
史
講
座

「
散
策
　

吉
田
茂
関
連

史
跡
を
歩
く
」

　
連
続
歴
史
講
座
の
第
２
回
で
す
。

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
注
目
さ
れ
た

吉
田
茂
は
、
宿
毛
の
竹
内
綱
の
五

男
で
、
総
理
大
臣
に
な
っ
て
か
ら

も
選
挙
で
た
び
た
び
宿
毛
を
訪
れ

ま
し
た
。
今
回
は
市
内
に
残
る
史

跡
や
顕
彰
碑
を
巡
り
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
１７
日
（土）

　
１３
時
３０
分
〜
１５
時

　
※
雨
天
中
止

集
　
合

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
入
り
口

※
宿
毛
中
心
市
街
地
周
辺
５
㎞
程

度
、
平
地
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
な
り
ま
す
。

担
当
講
師

　
宿
毛
歴
史
館
職
員

※
事
前
申
し
込
み
、
参
加
料
は
不

要
で
す
。

※
毎
月
１
回
連
続
５
回
の
講
座
で

す
が
、
途
中
か
ら
で
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

春長公園の吉田茂顕彰碑

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654
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公
共
下
水
道
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

宿
毛
市
水
道
課
 

蕁
6
3
｜

1
0
0
9

ス
ワ
ン
Ｔ
Ｖ
に

蕁
6
2
―

0
8
8
8

加
入
し
ま
し
ょ
う

日
　
　
本
　
　
画

作

品

名

氏
　
　
名

洋
　
　
　
　
　
画

作

品

名

氏
　
　
名

書
　
　
　
　
　
道

作

品

名

氏
　
　
名

写
　
　
　
　
　
真

作

品

名

氏
　
　
名

工
　
　
　
　
　
芸

作

品

名

氏
　
　
名

第
４８
回
　

宿
毛
市
美
術
展
覧
会
部
門
別
受
賞
者
名
簿

特

選

特

選

特

選

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

新
人
賞

白

い

貝

春

晩
夏
に
咲
く

椿

都

忘

れ

「

ヒ

メ

」

小
野
　
　
保

鵜
島
　
真
理

熊
岡
実
恵
子

松
岡
　
蘭
子

小
島
　
洋
子

岡
闢

　
篤
子

霊
場
へ
の
道

安
並
の
水
車

童

夢

埠

頭

時
空
を
越
え
て

阿

修

羅

像

伊
與
田
尚
子

溝
渕
　
泰
史

二
神
　
興
亜

山
本
　
晶
徳

渡
邊
　
英
幸

島
岡
ツ
ヤ
子

川

霧

博

貫

岳

陽

晩

景

山

李

白

詩

天

の

原

君

な

ら

で

寄

孫

山

人

助
村
　
明
美

前
闢

　
道
子

嶋
　
布
滋
子

森
下
智
恵
子

坂
本
　
美
晴

松
沢
佐
登
美

山
本
　
皐
月

増
田
　
亀
喜

祖
谷
の
葛
ら
橋

妖

精

の

宴

雪
と
野
鳥
の
水
辺

歓

喜

ど
じ
ょ
う
の
気
持

炎

の

舞

サ
ン
ラ
イ
ズ

激

闘

白

糸

の

滝

片
島
港
へ
…

ま
つ
り
の
夜

透
し
彫
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

ふ
じ
釉
花
器「
花
群
れ
」

静

湖

織

部

板

皿

秋

想

竜

虎

の

絵

お
馬
ご
っ
こ

花

　

宴

ペ
ル
シ
ャ
ブ
ル
ー
葉
紋
鉢

寺
田
　
幸
光

下
元
　
か
お
る

小
八
木
多
嘉
子

森
下
　
道
子

林
　
　
洋
右

宮
尾
　
豊
喜

宮
本
　
明
子

谷
口
　
明
美

奥
川
　
　
園

無
鑑
査

特
別
賞

畑
山
　
安
正

田
村
　
昌
之

岩
崎
　
弘
子

清
家
　
壽
申

萩
本
た
か
子

川
田
　
　
治

岡
田
　
公
良

浦
田
　
一
寿

宮
崎
　
　
格

山
本
　
敏
治

横
山
　
樹
里

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

す
く
も
俳
句
大
会
の
ご
案
内

　
第
４０
回
大
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
伝
統

文
化
で
あ
る
俳
句
を
通
じ
て
心
豊

か
な
生
活
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
で
活
動
し
て
い
る
宿
毛
市
内
・
外

の
俳
句
愛
好
者
が
一
堂
に
会
し
て
、

情
報
交
換
や
研
修
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
１８
日
（日）
　
１０
時
〜

第
４８
回
宿
毛
市
美
術
展
覧

会
表
彰
式

　
１０
月
９
日
（火）
、
第
４８
回
宿
毛
市

美
術
展
覧
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
書

道
・
写
真
・
工
芸
の
５
部
門
に
１

４
９
名
、
２
０
７
点
の
出
品
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
員
に
よ
り
、

受
賞
者
が
別
表
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
新
た
に
、
畑
山
安
正
氏
（
写

真
）、
山
本
安
明
氏
（
写
真
）
が
無

鑑
査
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

主
　
催

す
く
も
俳
句
会
・
宿
毛
市
教
育
委

員
会

選
　
者

　
講
師
　
松
林
　
朝
蒼
　
先
生

　
　
　
　
植
田
　
紀
子
　
先
生

投
　
句

　
当
季
雑
詠
５
句

　
（
投
句
締
切
１２
時
）

賞・
松
林
　
朝
蒼
　
先
生
選

　
大
会
賞
３
句

　
秀
逸
５
句

・
植
田
　
紀
子
　
先
生
選

　
特
選
３
句

　
秀
逸
５
句

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
篠
田
　
蕁
６
３
―

３
０
０
１



澤

坂
本
図
書
館
よ
り
読
書
週

間
行
事
の
ご
案
内

読
書
週
間

　
１０
月

２７
日
〜

１１
月
９
日

　
標
語
「
ホ
ン
ト
ノ
キ
ズ
ナ
」

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

（
第
2
回
）

　
今
年
５
月
の
第
１
回
に
引
き
続

き
、
２
回
目
の
講
座
で
す
。

　
講
座
の
参
加
料
は
、
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月

１７
日

（土）

　
１３
時
〜

１５
時

場
　
所
　
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

講
　
師
　
森
尾
靖
子
さ
ん
（
高
知
お

は
な
し
の
会
）

図
書
館
読
書
ク
イ
ズ

　
図
書
館
内
の
図
書
を
使
っ
て
の

図
書
館
ク
イ
ズ
。
全
問
正
解
者
に

は
、
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
　
間

　
１０
月

２７
日

（土）
〜

１１
月

２９
日

（木）

対
　
象
　
小
・
中
学
生

図
書
企
画
展
示
「
平
家
物
語
」

　
平
家
物
語
と
平
家
に
関
連
す
る

図
書
を
展
示
し
ま
す
。

期
　
間

　
１０
月

２７
日

（土）
〜

１１
月

２９
日

（木）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

「
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
」

協
賛
募
集
の
お
知
ら
せ

　
全
国
各
地
か
ら
集
ま
る
多
く
の

ラ
ン
ナ
ー
の
方
に
宿
毛
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
大
会
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
現
金
協
賛
（
１
口
１
０
、

０
０
０
円
〜
）
や
物
品
協
賛
な
ど

を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
企
業
・
団

体
、
個
人
事
業
主
の
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
来
年
３
月

１７
日

（日）
に

開
催
す
る
第
５
回
大
会
で
は
、
県

内
外
か
ら
１
、８
０
０
人
の
参
加
者

を
見
込
ん
で
お
り
、
宿
毛
市
の
特

産
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
す
る
大
き
な
機
会
と
な
り

ま
す
。
大
会
を
盛
り
上
げ
、
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
力
な
く
し
て
は
運
営
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
協
賛
特
典
と
し
て
、
大

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
４
版
約
２
、０

０
０
部
）
へ
の
企
業
広
告
の
掲
載

や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
団
体
・
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
同
時
募
集
中
で
す
。

例協
賛
金

　
運
営
活
動
費
と
し
て
活
用

物
　
品

コ
ー
ス
上
に
設
置
し
て
い
る
給

食
所
や
ゴ
ー
ル
後
の
接
待
所
で

お
も
て
な
し
、
宿
毛
の
参
加
賞

と
し
て
配
布
す
る
　
な
ど

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
枠
料
金
一

覧
（
※
カ
ラ
ー
は
プ
ラ
ス
1
0
、

0
0
0
円
）

❀

　
　❀

　
　❀

宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク

劇
場
in
宿
毛
公
演
チ
ケ
ッ
ト

販
売
中

日
　
時

　
１１
月

１８
日

（日）
　

１５
時
（
開
演
）

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料
（
前
売
券
・
全
席
指
定
席
）

　
２
、０
０
０
円

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

【申し込み・問い合わせ先】
　宿毛花へんろマラソン実行委員会
　事務局（宿毛市総合運動公園内）
　蕁６６－１４６７

広告掲載内容
　　１ページ
２／３ページ
１／２ページ
１／３ページ
１／４ページ

掲載金額
９０，０００円

６０，０００円

４０，０００円

２０，０００円

１０，０００円

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
知
っ
て
お
き
た
い
お
葬
式
Ｑ
＆

Ａ

佐
々
木
悦
子
　
著

小
学
館

■
病
気
を
よ
せ
つ
け
な
い
足
を
つ

く
る

湯
浅
景
元
　
著

草
思
社

■
能
・
狂
言
の
見
方
楽
し
み
方

柳
沢
新
治
　
著

山
川
出
版
社

■
ご
ち
そ
う
お
か
ず
ご
飯

〜
具
だ
く
さ
ん
でお

か
ず
い
ら
ず
〜

岩
崎
啓
子
　
著

河
出
書
房
新
社

■
な
ん
で
？
な
ん
で
？
の
こ
た
え

方〜
子
ど
も
の
「
？
」
は

パ
パ
・
マ
マ
が
解
決
〜

丹
伊
田
弓
子
　
監
修

辰
巳
出
版

　
３
〜
６
歳
の
子
ど
も
の
ま
わ
り

は
「
？
」
で
い
っ
ぱ
い
。
「
な
ん
で

空
は
青
い
の
？
」
「
な
ん
で
お
腹
が

す
く
の
？
」
な
ど
、
子
ど
も
の
疑

問
に
対
す
る
こ
た
え
方
を
紹
介
し

ま
す
。
子
ど
も
に
教
え
る
豆
知
識

な
ど
も
掲
載
。

■
お
お
あ
た
り
ぃ
〜

か
つ
ら
こ
　
絵

村
上
し
い
こ
　
作

講
談
社

　
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
エ
ビ
フ
ラ
イ
。

福
引
き
で
大
型
テ
レ
ビ
。
駅
に
行

っ
た
ら
電
車
の
キ
ッ
プ
。
こ
ん
な

に
あ
た
っ
て
、
ど
う
し
よ
う
！
　

お

次
は
何
が
あ
た
る
か
な
？
　

み
ん
な

で
声
を
揃
え
て
「
お
お
あ
た
り
ぃ
〜
」

と
読
み
た
い
絵
本
。

■
夜
の
小
学
校
で

岡
田
淳
　
作

偕
成
社

■
カ
ビ
の
ふ
し
ぎ

〜
調
べ
よ
う
〜

伊
沢
尚
子
　
著

細
矢
剛
　
監
修
・
写
真

汐
文
社

■
月
の
満
ち
か
け
絵
本大

枝
史
郎
　
文

佐
藤
み
き
　
絵

あ
す
な
ろ
書
房

■
り
ん
ご
畑
の
12
か
月

中
武
ひ
で
み
つ
　
絵

松
本
猛
　
文

講
談
社
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【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
譖
宿
毛
市
観
光
協
会

　
蕁
６
３
―

０
８
０
１

第12回 大賞作品

　
宿
毛
湾
の
冬
の
風
物
詩
「
だ
る

ま
夕
日
」
や
、
海
、
川
、
山
、
そ

し
て
沖
の
島
、
鵜
来
島
な
ど
で
撮

影
し
た
、
宿
毛
市
に
関
す
る
写
真

を
大
募
集
し
ま
す
。

主
　
催

　
譖
宿
毛
市
観
光
協
会

応
募
締
切

　
平
成

２５
年
２
月

１８
日

（月）
（
必
着
）

募
集
部
門

　「
だ
る
ま
夕
日
」
部
門

　「
宿
毛
の
四
季
」
部
門

賞・
大
賞
１
点

（
賞
金
５
０
、０
０
０
円
＋
表
彰

状
）

・
金
賞
１
点

（
国
民
宿
舎
椰
子
ペ
ア
宿
泊
券

＋
表
彰
状
）

・
銀
賞
１
点

　
（
宿
毛
特
産
品
＋
表
彰
状
）

審
査
員

　
門
田
　
和
夫
　
氏

　
（
高
知
新
聞
社
元
写
真
部
長
）

宿
毛
の
四
季
部
門

　
大
賞
「
い
つ
か
来
た
道
」
小
林
　

哲
夫

こ
ん
ぴ
ら
男

　
渡
辺
 

誠
毅
さ
ん

最
優
秀
賞

　
カ
ズ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
＆

　
　
　
よ
さ
こ
い
連
花
鳥
風
月

宿毛湾だるま夕日部門
　大賞「ラストシーン」田村 　昌之

　宿毛市の市花にも選定されている寒蘭の展示大
会を開催します。
　今年も日光や豊雪など、１年間丹精を込めて育
てた寒蘭を皆様にご覧いただきたいと思います。
　当日は、自然石の展示と販売も行います。

日　時
　１１月１０日（土）　１３時～１７時
　１１月１１日（日）　　８時～１５時
場　所　宿毛市和田体育館
主　催
　寒蘭の里とさ宿毛展示大会実行委員会
共　催
　宿毛市、土佐愛蘭会宿毛支部、宿毛愛石玉水会

【問い合わせ先】　商工観光課　蕁６３―１１１９

【問い合わせ先】
　宿毛商工会議所　蕁６３―３１２３

寒蘭の里　とさ宿毛展示大会

　高知県立美術館の移動美術館事業「ハロー！ミ
ュージアム」の会場に篠山小中学校が選ばれまし
た。高知県立美術館所蔵作品の中からシャガール
やピカソの版画も含めた２６点を展示予定です。

日　時　１１月８日（木）　１０時～１６時
場　所　篠山小中学校体育館
※入場無料です。

【問い合わせ先】　篠山小中学校
　　　　　　　　　蕁０８９５―８４―２５５１

高知県立美術館の１日所蔵作品展

　今年も市民祭すくもまつり２０１２が盛大に開
催されました。

　当選番号は協賛券裏のＱＲコード、宿毛市ホー
ムページ、宿毛市役所１階ロビー、宿毛商工会議
所または、h t t p : / / w w w . c i t y . s u k u m o . k o c h i . j p /
e v e n t . p h p ? e i d = 0 0 0 9 3 で発表しています。
　協賛券をお持ちの方はぜひご確認ください。

市民祭宿毛まつり2012に関する結果報告

市民祭宿毛まつり2012

　　　景品付き協賛券当選番号の発表

第１３回
「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕
日
」
お
よ
び

「
宿
毛
の
四
季
」フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集



濆

消 太

　火災による死者の約８割が住宅火災で亡くなっており、そのうち約６割の方が逃げ遅れによるものです。そ

れを背景に消防法が改正され、昨年の６月１日から、すべての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務化と

なっています。設置場所は寝室と、２階に寝室のある場合は２階の階段部分にも必要です。

　宿毛市の「住宅用火災警報器」の設置率は約４割で、約６割の方が設置していません。家族や自分の命を守

るためにも、まだ設置していない方は早めの設置をお願いします。

『つけましたか？住宅用火災警報器』

住宅用火災警報器を設置したあとは？

全
国
一
斉
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
１１
月
９
日

（金）
か
ら

１５
日

（木）
ま
で

の
１
週
間
に
わ
た
り
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
防
に

関
す
る
質
問
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
宿
毛
消
防
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

○警報が鳴ったときは

火災のとき
大声で周りに火災を知らせ、１１９番通報しましょう。

可能なら消火を行ってください。消火が難しそうな

場合は速やかに避難してください。

火災ではないとき
火災以外の湯気や煙などを感知して警報がなったと

きは警報音停止ボタンを押してください。ヒモが付

いているタイプの物はヒモを引いてください。また、

室内の換気をすると警報音は止まり、通常の状態に

戻ります。

○点検の方法

テストをしましょう
テストは、ボタンを押したり、ヒモが付いているタイプのものはヒモを引いて行います。

正常に作動するか、月に１回点検しましょう。

お手入れをしましょう
警報器にホコリが付くと火災を感知しにくくなります。汚れが目立ったら、乾いた布でふき取りまし

ょう。　

※詳しくは幡多西部消防組合ホームページ（http://www.city.sukumo.kochi.jp/syoubou/index.html）を

ご覧ください。
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市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
※お昼休みも納付できます。

25（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
8（木）
22（木）

11
30

納
期
限

（金）
固 定 資 産 税 4期

国民健康保険税 5期

介 護 保 険 料 5期

後期高齢者医療保険料 5期

11
30

〈ホームページ〉 http://www.keiba.or.jp　〈i-mode〉 http://www.keiba.or.jp/i/

11月 3、4、10、11、17、18、24、25

5、9、12、16、23、24、3112月

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い 合わせ先

3（土・祝）

4（日）

7（水）
8（木）

10（土）

11（日）

12（月）

13（火）

14（水）

15（木）

16（金）

17（土）

18（日）

19（月）

20（火）

22（木）
24（土）

25（日）

26（月）

27（火）

1（土）
3（月）
5（水）

宿毛市子ども会ソフトボール大会
第24回 幡多地区小学生陸上競技大会
平成24年度第4回 幡多地区陸上競技記録会
宿毛市市政功労者・善行者表彰式
宿毛市小中学校ＰＴＡ連合親睦球技大会
宝くじふるさとワクワク劇場 in 宿毛
公開オーディション
宿毛市戦没者追悼式
夜間市税納付窓口開設日
幡多地区中学校女子バレーボール新人大会（～１１日）
第26回 宿毛ジュニアユース サッカーフェスティバル（～１１日）
市民ウォーキング

寒蘭の里 とさ宿毛展示大会（～11日）

宿毛市クリーンデー
第35回 西日本大会2部幡多予選（軟式野球）
宿毛川柳大会
第40回 宿毛市芸術祭
ふれあい保育（体験入園）
議会報告会
議会報告会
育児相談
ふれあい保育（体験入園）
議会報告会
通学路安全の日
議会報告会
譖宿毛青年会議所 領土・領海セミナーおよび公開定例会
第2回 宿毛の歴史講座「散策 吉田茂関連史跡を歩く」
第8回 高知くろしおサッカー大会 in 宿毛（～18日）�
ストーリーテリング講座
第35回 西日本大会2部幡多予選（軟式野球）
宿毛市体育協会 バドミントン大会
新港産直市
宿毛工業高校「国道清掃ボランティア」活動
すくも俳句大会
第17回 蛍湖まつり
宝くじふるさとワクワク劇場 in 宿毛
献　　血
あいさつ・声かけ運動日
出張年金相談
夜間市税納付窓口開設日
こども陶芸教室（～25日）
第35回 西日本大会2部幡多予選（軟式野球）
休日市税納付窓口開設日
モラロジー生涯学習セミナー（～28日）

行政相談「定例相談日」

こども陶芸教室（～2日）
緊急地震速報等伝達訓練
無料人権相談

中央公民館　蕁63－2618

総合運動公園　蕁66－1467

企　画　課　蕁63－1118

生涯学習課　蕁63－3394

福祉事務所　蕁63－1114
税　務　課　蕁63－1115
総合運動公園　蕁66－1467
総合運動公園　蕁66－1467
宿毛市体育協会　蕁63－5554

商工観光課　蕁63－1119

環　境　課　蕁63－1697
総合運動公園　蕁66－1467
宿毛川柳会長（小島） 蕁66－1046
生涯学習課　蕁63－3394
各 保 育 園
議会事務局　蕁63－2907
議会事務局　蕁63－2907
宿毛幼稚園　蕁63－2914
宿毛幼稚園　蕁63－2914
議会事務局　蕁63－2907
総　務　課　蕁63－0948
議会事務局　蕁63－2907
譖宿毛青年会議所 蕁63－3484
宿毛歴史館　蕁63－5496
総合運動公園　蕁66－1467
坂本図書館　蕁63－2654
総合運動公園　蕁66－1467
総合運動公園　蕁66－1467
産業振興課　蕁63－1117
宿毛工業高校　蕁66－0346
篠 田　蕁63－3001

生涯学習課　蕁63－3394
保健介護課　蕁63－1113
青少年育成センター 蕁63－4197
市　民　課　蕁63－1112
税　務　課　蕁63－1115
中央公民館　蕁63－2618
総合運動公園　蕁66－1467
税　務　課　蕁63－1115
宿毛モラロジー事務所 蕁63－1038
松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 治　蕁67－1778
中央公民館　蕁63－2618
総　務　課　蕁63－0948
人権推進課　蕁62－0225

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

宿毛市議会委員会室
宿毛市総合運動公園ほか

宿毛文教センター

宿毛文教センター
市役所 税務課
宿毛市総合運動公園
宿毛市総合運動公園
高砂～咸陽島公園～高砂

宿毛市和田体育館

市内全域
宿毛市野球場
宿毛文教センター
宿毛市総合社会福祉センター
市内 各保育園
小筑紫基幹集落センター
宇須々木公民館
宿毛幼稚園
宿毛幼稚園
宿毛東部農村環境改善センター
市内全域
宿毛市議会委員会室
宿毛商工会議所3階
宿毛文教センター入り口（集合）
宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター 視聴覚室
宿毛市野球場
宿毛市総合運動公園
すくも84マリンターミナル
宿毛工業高校玄関前（集合）
宿毛文教センター
中筋川ダム
宿毛市総合社会福祉センター
サングリーンクリハラ
市内全域
市役所（市民課で受付）
市役所 税務課
宿毛文教センター 創作室
宿毛市野球場
市役所 税務課
ＪＡ高知はた宿毛支所
宿毛文教センター
小筑紫基幹集落センター
宿毛文教センター 創作室
市内全域
宿毛文教センター視聴覚室

9:00

9:00

10:00
8:00

14:30

10:30
17:15
9:00
9:00
9:00
13:00
  8:00

8:00
9:00
12:30
9:30
19:00
19:00
9:00
10:00
19:00

19:00
18:00
13:30
12:00
13:00
8:00
8:45
9:00
9:00
10:00
10:00
15:00
12:30

10:00
17:15
13:30
8:00
9:00
19:30

13:00

9:00
10:15
10:00

市Ｐ連親睦球技大会事務局
（東中学校 山脇）蕁66-0527

蛍湖まつり実行委員会事務局
蕁66-2501

10日

11日

12月

（集合）

平成24年　11月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



濟

高齢者の皆さんの介護・福祉・健康などの相談を受けます。

『子どもの歯と口の健康について』― 証拠をもとに考えましょう ―

　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんを、介護・福祉・健康・医療などさまざまな面から支えるために
つくられ、ケアマネジャー・看護師・保健師・社会福祉士などが、皆さんの相談にのり、適切な機関と連携し
解決に努めていきます。

おめでとうございます

　科学的根拠に基づいたむし歯予防と歯肉炎予防を推進するため、むし歯研修会を開催します。
　むし歯予防に効果的な対策や歯肉炎予防に効果的な対策や歯肉炎予防に効果的なことなど「明日から使える」
お役立ち情報をお伝えしたり、フッ素のうがい体験などもできます。
　お子さんの歯と口の健康を、一緒に考えてみませんか。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

　平成２４年度高知県いい歯の表彰「親と子の部」で中村亜希・萌木子さん
　親子が高知県歯科医師会表彰（優良賞）に選ばれました。

【問い合わせ先】保健介護課　蕁６３－１１１３

日　　時　１２月２日（日）　１０時～１２時
場　　所　四万十市立中央公民館１階大会議室
対 象 者　保育・学校関係者、保護者、歯科関係者、行政関係者など
講　　師　福岡歯科大学口腔保健学講座口腔健康科学分野　准教授 筒井 昭仁 先生
申込方法　所属、連絡先、氏名を記入し、下記へ郵送またはファックスしてください。
申込締切　１１月２２日（木）必着
定　　員　１００名

【申し込み・問い合わせ先】幡多福祉保健所健康障害課歯科保健担当
　　　　　　　　　　　　　〒７８７－００２８　四万十市中村山手通１９
　　　　　　　　　　　　　蕁０８８０－３５－５９７９　薨０８８０－３５－５９８０

【相談・問い合わせ先】宿毛市地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　〒７８８－００１２　宿毛市高砂４番５６号　宿毛市総合社会福祉センター内
　　　　　　　　　　　蕁６５－７６６５または蕁６５－８８５５　薨６５－７６６３

宿毛市地域包括支援センターではこのようなことをしています。

①「いつまでも元気でいたい」という希望に対して・・・介護予防ケアマネジメント
・要支援・要介護状態となることを予防するために、必要な方に、市が行う介護予防事業の利用などを盛り込

んだ、介護予防プランを作成します。

②「自分らしく暮らしたい」という希望に対して・・・権利擁護
・皆さんの権利が守られるように支援します。虐待を早期に発見することや、成年後見制度の紹介や消費者被

害などの対応も行います。

③「相談したいことがある」という要望に対して・・・総合相談・支援
・介護に関する相談や悩み、福祉や医療などの相談、また、高齢者本人からだけでなく、家族・近隣に住む方

などからも相談を受け付けます。電話・来所相談があります。そのほか、地域のサークル活動に関する情報
提供も行います。

④「さまざまな面からみなさんを支えます」・・・包括的・継続的ケアマネジメント
・暮らしやすい地域にするために地域の連携づくりに努めています。
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　市民の皆さんには献血にご理解とご協力をいただき、まことにありがとうございます。
　高知県は人口あたりの輸血用血液製剤の使用量が多く、不足分は県外に依存している状況です。
　さらに冬場は、インフルエンザや風邪の流行により献血者数が減少傾向となるため、在庫の確保が必要とな
ります。
　下記日程により献血を実施いたしますので、１人でも多くの皆さまのご協力をお願いします。

・実 施 日　１１月１９日（月）

・場　　所　サングリーンクリハラ

・受付時間　１２時３０分～１７時

献血バスがやってきます！

12 月 の 保 健 衛 生 事 業 【このページに関する申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

26（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター
場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

4（火）
13（木）
18（火）
27（木）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
す く す く ひ ろ ば
宿毛東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂

母子保健

成人保健

各種健診はどこの場所でも受けることができます。
●平成24年度実施の健康診査などの申し込みをされていない
方は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

●特定健康診査については、医療保険者発行の受診票（または
受診券）が必要です。持参してないと健診が受けられません
のでご注意ください。

場 　 所 受 付 時 間日
4（火） 10：00～11：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー

［大腸がん検診容器配布日］

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日

5（水）

6（木）
7（金）
14（金）
17（月）

20（木）

21（金）

19：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
18：30～11：00
19：30～11：00
10：00～11：30
10：00～12：30
12：00～14：30
18：30～11：00

宇 須 々 木 公 民 館
山 北 集 会 所
神 有 多 目 的 集 会 所
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
小 筑 紫 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
沖の島開発総合センター
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー

［健康相談］

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

12（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］

6（木）
人数制限があるため予約
制です。受診票指定の時
間にお越しください。

幡 多 健 診 セ ン タ ー

犬の引き取り

●犬の引き取りを希望される方は保健介護課までご連絡ください。
※10月より、飼い犬・飼い猫の引き取りが有料になりました。
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受付後バスで観自在寺へ → 観自在寺（7時30分出発）→ 満倉 → 小山 → 松尾峠 
→ 大深浦 → 錦 → 貝塚 → 延光寺（16時30分到着） → 〈サニーサイドパーク〉 
→ 福祉センター

福祉センター（12時出発）→ 錦 → 貝塚 →  延光寺（16時30分到着） →〈サニー
サイドパーク〉→ 福祉センター

観自在寺～延光寺コース ＜約28ｋｍ＞

福祉センター～延光寺コース ＜約13ｋｍ＞
※福祉センター集合後、バスにて観自在寺へ移動します。

★両コースとも延光寺到着後、希望者はサニーサイドパークまでバスで送り、その後、福祉センターへ送ります★

延光寺ゴール

スタート

コース図

押ノ川和田

宿毛駅

貝塚錦

小山

札掛宿

満倉城辺

観自在寺
第40番札所

第39番札所

高野山佛眼院

愛南町役場
一本松支所

愛媛県

高知県

子安地蔵

▲
松尾峠

大深浦

松尾大師跡 松田川

スタート

文
教
セ
ン
タ
ー

四万十市蜷

蜻宇和島市

観自在寺～延光寺コース

福祉センター～
　　　延光寺コース

宿毛市総合社会福祉センター

【主催】宿毛市・宿毛市教育委員会
【後援】宿毛商工会議所女性会

参加コース 集合場所 受付時間 スタート地点 時　間 ゴール地点 時　間

観自在寺～延光寺
【約28km】 6：00～6：30 観自在寺 7：30 延光寺 16：30

福祉センター～延光寺
【約13km】

宿毛市総合社会
福祉センター

宿毛市総合社会
福祉センター

11：30～12：00 福祉センター 12：00 延光寺 16：30

■ 開催要項

定　員

参加費

参加資格

申込期間

蕁66-1467
薨66－1468

バスの送迎あり

500円 （完歩証／保険料含む）

先着順（定員に達し次第締め切ります。）
観自在寺～延光寺コース・・・・・・100人
福祉センター～延光寺コース・・・100人

健康で完歩できる体力に自信のある方
（ただし、小学生以下の参加は保護者の同伴が必要）

11月1日跿～11月30日踝
※定員に達し次第締め切ります。

申込方法 所定の参加申込書に必要事項をご記入の上、宿毛市総合運動公園
または宿毛文教センター内生涯学習課へ申し込みをしてください。

※料金は大会当日にご持参ください。 

問い合わせ先 
〒788－0785 宿毛市山奈町芳奈4024番地（総合運動公園内）
宿毛市生涯学習課体育事業係

http://www.city.sukumo.kochi.jp/wark/index.html

参加者
募集中！
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※雨天時は12月16日（日）に延期

with
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